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小学校運動会

 季節性インフルエンザの予防接種を受けるときは（詳しくは６～７ページ）

今月の合冊

農業委員会だより

婦人の家だより

ちょうげんぼう

文化なかの
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平成23年10月号 ２平成23年10月号7３

区　分 歳入総額 歳出総額

特別会計

国 民 健 康 保 険 事 業 50億6,477 49億  968 

老 人 保 健 医 療 事 業 928 928

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 ３億6,441 ３億5,943

介 護 保 険 事 業 31億6,500 31億4,947

社会就労センター事業 8,337 8,336

住宅改修資金貸付事業 596 596

倭 財 産 区 事 業 113 85

永 田 財 産 区 事 業 336 320

中 野 財 産 区 事 業 271 252

情 報 通 信 施 設 事 業 4,389 4,171

下 水 道 事 業 23億7,635 23億4,026

農 業 集 落 排 水 事 業 ６億7,758 ６億6,128

合　　　　計 117億9,782 115億6,699

企業会計 水道事業（収益的収支） ９億1,411 ７億5,499

（単位：万円）

地方交付税
63億4,944万円
30.2％

市税
54億3,165万円
25.8％

市債
23億4,139万円
11.1％

国庫支出金
17億5,628万円

8.4％

諸収入
8億7,578万円
4.2％

繰入金
8億3,556万円

4.0％

その他
20億6,587万円

9.8％

一般会計
歳入決算

210億1,573万円

県支出金
13億5,976万円

6.5％一般会計
歳出決算

205億8,318万円

農林水産業費
12億5,791万円

6.1％

総務費
38億3,044万円
18.6％

民生費
52億2,025万円
25.4％

土木費
29億3,484万円
14.2％

公債費
22億4,471万円
10.9％

衛生費
17億4,676万円
8.5％

教育費
15億5,643万円
7.6％

その他
17億9,184円
8.7％

平成22年度

決算

一
般
会
計
　

　

歳
入
総
額
２
１
０
億
１
５
７
３

万
２
９
５
９
円
で
、
前
年
度
と
比

べ
て
１
億
３
８
７
１
万
３
１
５
円

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
21

年
４
月
施
行
）
で
は
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
状
況
を
統
一
的
な
指

標
で
明
ら
か
に
し
、
財
政
の
健
全

化
や
再
生
が
必
要
な
場
合
に
迅
速

な
対
応
を
取
る
た
め
、
健
全
化
判

断
比
率
と
呼
ば
れ
る
４
つ
の
指
標

（
①
実
質
赤
字
比
率
、
②
連
結
実

質
赤
字
比
率
、
③
実
質
公
債
費
比

　
平
成
22
年
度
の
わ
が
国
の
経
済

は
、
外
需
と
経
済
対
策
に
け
ん
引

さ
れ
る
形
で
着
実
に
持
ち
直
し
て

き
て
お
り
ま
し
た
が
、
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
政
府

は
、
子
育
て
支
援
や
景
気
対
策
を

最
優
先
し
、
国
民
の
生
活
と
経
済

を
守
る
た
め
、
「
子
ど
も
手
当
」

や
「
き
め
細
か
な
交
付
金
」
、

財
政
指
標
で
見
る
市
の
現
状

率
、
④
将
来
負
担
比
率
）
を
公
表

す
る
よ
う
地
方
公
共
団
体
に
義
務

付
け
て
い
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
…
赤
字
が
生
じ

て
い
な
い
た
め
数
値
な
し

　　
普
通
会
計
の
実
質
赤
字
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

※
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
、

早
期
健
全
化
基
準
（
黄
色
信

号
）
は
、
財
政
規
模
に
応
じ
て

11
・
2５
㌫
～
1５
㌫
、
財
政
再
生

基
準
（
赤
色
信
号
）
は
、
20
㌫

で
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
赤
字
が

生
じ
て
い
な
い
た
め
数
値
な
し

 

全
会
計
を
合
算
し
た
実
質
赤
字

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

※
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
、

早
期
健
全
化
基
準
は
、
財
政
規

模
に
応
じ
て
1６
・
2５
㌫
～
20

㌫
、
財
政
再
生
基
準
は
、
３0
㌫

で
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率
…
１０
・
７
㌫

　　
自
治
体
の
実
質
的
な
借
金
返
済

負
担
の
割
合

※
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、
借
金
の

返
済
以
外
に
自
由
に
使
え
る
お

金
が
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
早
期
健
全
化
基
準
は
2５
㌫
、
財

政
再
生
基
準
は
３５
㌫
で
す
。
1８

㌫
を
超
え
る
と
起
債
に
許
可
が

必
要
に
な
り
、
2５
㌫
を
超
え
る

と
起
債
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率
…
１４
・
０
㌫

　将
来
的
に
返
済
す
べ
き
借
金
・
債

務
な
ど
負
債
の
割
合

※
中
野
市
の
全
会
計
、
一
部
事
務

組
合
、
広
域
連
合
、
公
社
、

第
３
セ
ク
タ
ー
の
会
計
が
対

象
。
早
期
健
全
化
基
準
は

３
５
０
％
、
財
政
再
生
基
準
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▲一本木公園イングリッシュガーデンが完成しました

「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付

金
」
な
ど
の
経
済
対
策
予
算
を
計

上
し
、
国
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

べ
く
、
財
政
政
策
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
当
市
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
平
成
22
年
度
決
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
国
の
補

正
予
算
対
応
も
含
め
、
限
ら
れ
た

予
算
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
予
定

ど
お
り
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
面
で
は
、

前
々
年
の
個
人
所
得
の
減
収
の
影

響
か
ら
、
個
人
市
民
税
が
平
成
21

年
度
に
比
べ
て
大
幅
に
減
収
と
な

り
、
市
税
全
体
を
み
て
も
対
前
年

度
比
を
か
な
り
下
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
が
、
最
大
限
財
政
の
確

保
に
努
め
ま
し
た
。

　
歳
出
面
で
は
、
子
ど
も
手
当
給

付
事
業
、
国
の
補
正
予
算
に
伴
う

交
付
金
事
業
、
平
成
22
年
７
月
の

豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害
復
旧
事

業
、
陣
屋
前
広
場
整
備
事
業
な
ど

が
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
の
柱
と
し
た
、
「
医
療
」

「
子
育
て
」
な
ど
、
『
市
民
の
生

活
対
策
』
を
見
据
え
た
、
ソ
フ
ト

重
視
の
予
算
を
実
現
す
る
た
め
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
環
境
整
備
、

地
域
の
活
性
化
、
産
業
・
都
市
基

盤
の
整
備
な
ど
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
事
業
を
、
重
点
的
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
基
本
構
想
の
都
市
像

と
し
て
定
め
た
、
「
緑
豊
か
な
ふ

る
さ
と 

文
化
が
香
る
元
気
な
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

の
増
額
で
す
。
歳
出
総
額
２
０
５

億
８
３
１
８
万
３
７
３
２
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
１
億
１
６
７
４

万
１
８
３
１
円
の
増
額
で
す
。

　

歳
入
・
歳
出
の
差
し
引
き
額
は

４
億
３
２
５
４
万
９
２
２
７
円

の
黒
字
で
す
。
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
（
繰
越
明
許
費

１
億
３
０
０
万
４
０
０
０
円
）
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

３
億
２
９
５
４
万
５
２
２
７
円
の

黒
字
で
す
。

平成22年度会計別決算額（特別会計・企業会計）

※単位未満を四捨五入しているため合計が一致しない場合があります



平成23年10月号 ４平成23年10月号7５

《
一
般
会
計
》

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
予
算

に
、
１
億
４
８
５
３
万
９
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

１
９
７
億
６
９
１
５
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。
主
な
歳
出
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費

施
設
整
備
事
業
費
で
、
多
目
的

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
施

設
整
備
に
２
７
０
２
万
余
円
を
増

額
●
地
域
活
性
化
推
進
事
業
費

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
費

１
６
０
０
万
円
を
増
額

〈
民
生
費
〉
●
地
域
福
祉
推
進
事

業
費
で
、
補
助
金
４
２
１
万
円
の

追
加
●
保
育
所
運
営
事
業
費
で
、

駐
車
場
整
備
工
事
費
１
９
６
万
余

円
を
増
額

〈
衛
生
費
〉
●
環
境
保
全
対
策
事

業
費
で
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
補
助
金
５
０
４
万
円
を
増
額

条
　
例

補 

正 

予 

算

人
　
事

９月市議会
定例会報告

　８月31日から９月20日まで、21日間
の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告１
件、予算報告１件、条例案５件、予算
案７件、決算認定14件、人事案２件の
あわせて30件が審議され、いずれも原
案どおり可決などとなりました。
　また、議員提案による意見書などに
ついても審議されました。
　主な内容をお知らせします。

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
新
規
就

農
者
支
援
事
業
費
で
、
補
助
金

２
２
０
万
円
を
増
額
●
農
業
用
水

路
等
維
持
管
理
事
業
費
で
、
水
路

等
修
繕
工
事
費
１
７
１
３
万
余
円

を
増
額

〈
商
工
費
〉
●
工
業
推
進
事
業

で
、
高
丘
工
業
団
地
工
場
排
水
管

整
備
工
事
費
５
６
０
万
円
の
追
加

●
観
光
施
設
管
理
運
営
事
業
費

で
、
間
山
温
泉
公
園
温
泉
水
中
ポ

ン
プ
交
換
工
事
費
８
０
０
万
円
を

増
額

〈
土
木
費
〉
●
生
活
道
路
整
備
事

業
費
で
、
用
地
取
得
、
支
障
物
件

補
償
料
等
３
２
５
万
余
円
の
追
加

●
舗
装
事
業
費
で
、
舗
装
新
設
・

表
層
舗
装
工
事
費
１
２
５
０
万
円

を
増
額
●
道
路
維
持
事
業
費
で
、

道
路
等
修
繕
工
事
費
３
０
０
０
万

円
を
増
額
●
交
通
安
全
対
策
特
別

事
業
費
で
、
路
面
表
示
新
設
工
事

費
１
０
０
万
円
を
増
額
●
公
園
緑

地
管
理
事
業
費
で
、
公
園
施
設
整

備
工
事
費
４
２
０
万
円
を
増
額

〈
消
防
費
〉
●
消
防
団
運
営
事
業

費
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

費
４
２
０
万
円
の
追
加

〈
教
育
費
〉
●
小
・
中
学
校
管
理

運
営
事
業
費
で
、
施
設
環
境
整
備

委
託
費
１
１
４
万
余
円
の
追
加
●

博
物
館
管
理
事
業
費
で
、
臨
時
職

員
賃
金
１
３
５
万
余
円
の
追
加

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
財
政

調
整
基
金
積
立
金
７
９
０
２
万
余

円
を
増
額

〈
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
〉
●
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

３
９
８
万
余
円
を
増
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
介
護
給
付

費
準
備
基
金
積
立
金
７
４
７
万
余

円
を
増
額
●
国
庫
負
担
金
返
還
金

９
８
０
万
余
円
を
増
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
公
共
下
水
道

整
備
事
業
費
５
１
２
３
万
余
円
を

増
額
●
公
共
下
水
道
整
備
基
金
積

立
金
２
２
１
２
万
余
円
を
増
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
脱

水
汚
泥
等
放
射
性
物
質
の
測
定

３
１
５
万
円
を
増
額
●
基
金
積
立

金
１
２
１
４
万
余
円
を
増
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
配
水
施
設
改
良

費
１
億
６
５
６
０
万
円
を
増
額

里
山
を
歩
こ
う

箱は

こ

や

ま山
は
標
高
６
９
５
㍍
　

　

　

山
頂
に
は
大
き
な
石
塔
と
石
祠

が
あ
り
、
中
野
市
街
地
が
見
下
ろ

せ
ま
す
。

鴨か

も

が

た

け

ヶ
岳
は
標
高
６
８
８

㍍

　
数
多
く
の
史
跡
が
点
在
し
、
山

頂
に
は
戦
国
時
代
に
高
梨
政
盛
氏

が
築
い
た
鴨
ヶ
獄
城
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。

期日　11月３日㈭・祝日
時間　午前９時～正午ごろ
コース　日本土人形資料館付近から更科峠箱山峠を
巡る周回コース【注】箱山・鴨ヶ岳トレッキング
コースとは異なります。
参加費　１５０円（保険料など）
申し込み期限　10月21日㈮
申し込み方法　市役所都市計画課、豊田支所地域振
興課にあります参加申込書により、お申し込みくだ
さい。

問い合わせ先　市役所商工観光課観光係
☎（２２）２１１１（内線２５９）なかの景観ウォーキング

～頼朝伝説の道（更科峠）
一茶の歩いた道（箱山峠）～

2011

《
中
野
財
産
区
管
理
委
員
》

　
畔あ

ぜ
が
み上

あ
い
子こ

委
員
の
任
期
が
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

同
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
議
会

の
同
意
を
得
ま
し
た
。

《
人
権
擁
護
委
員
》

　
須す

は

ら原
政ま

さ

こ子
委
員
の
任
期
が
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
後
任
と
し
て

長な
が
は
り針
純じ

ゅ
ん
こ香
さ
ん
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
が
適
任
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

「
中
野
市
市
税
条
例
等
」
の
一
部

改
正

　
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴

い
、
罰
則
に
係
る
過
料
の
引
き
上

げ
と
新
設
、
寄
附
金
税
額
控
除
の

拡
充
に
係
る
条
文
の
整
備
、
税
負

担
軽
減
措
置
な
ど
に
係
る
適
用
期

間
の
延
長
、
併
せ
て
、
引
用
条
項

の
整
理
を
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
都
市
計
画
税
条
例
」
の

一
部
改
正

　
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴

い
、
引
用
条
項
の
整
理
を
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

「
中
野
市
情
報
通
信
施
設
条
例
」

の
一
部
改
正

　
放
送
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、

条
文
の
整
備
と
、
引
用
法
令
、
条

項
の
整
理
を
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
音
声
告
知
放
送
施
設
条

例
」
の
一
部
改
正

　
放
送
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、

引
用
法
令
の
整
理
を
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
災
害
弔

慰
金
支
給
対
象
者
の
範
囲
を
、
条

件
付
き
で
拡
大
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　９月４日㈰、約40名の栗和田区民の皆さんが、箱山
登山道の下草刈りや階段部丸太整備を行いました。
　これは、市民の皆さんに山登りを安全かつ、快適に
楽しんでいただくために整備したもので、材料は市か
ら支給しました。
　これから山登りには最適なシーズンを迎えます。お
気軽にお出掛けになってはいかがでしょうか。

箱山山頂からの眺め

登山道

問い合わせ先
市景観・美化推進協議会事務局（市役所都市計画課内）
☎（２２）２１１１（内線２７３）



平成23年10月号7 平成23年10月号 ６７

問い合わせ先　市役所健康づくり課　☎（２２）２１１１（内線２４２・３６８）

①
明
ら
か
に
発
熱
の
あ
る
方

一
般
的
に
、
体
温
が
37
・
５
度

以
上
の
場
合
を
指
し
ま
す
。

②
重じ

ゅ
う
と
く篤

な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方

急
性
の
病
気
で
薬
を
飲
む
必
要

の
あ
る
方
は
、
そ
の
後
の
病
気

の
変
化
が
わ
か
ら
な
く
な
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
の
日
は

接
種
を
見
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に

含
ま
れ
る
成
分
に
よ
っ
て
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
呈て
い

し
た
こ

と
が
明
ら
か
な
方

「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」
は
、

通
常
30
分
以
内
に
起
こ
る
、
激

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

季節性インフルエンザの予防接種費用を助成します

　65歳以上の方などを対象に、インフルエンザの
予防接種を実施します。なお、この予防接種は希
望される方のみで、接種の義務はありません。

接種対象者
65歳以上の方（満年齢）
※60歳以上65歳未満の方で、一定の
障害がある方も対象になります。

接種期間
平成24年３月31日㈯まで
※より有効性を高めるため12月下旬
までに接種しましょう

接種回数 １回

一部
自己負担額

1,000円
※医師の判断で２回目を接種する場
合は、全額実費負担となります。

受けられる
医療機関

市内の医療機関
※市外の医療機関をご希望の方は、
健康づくり課へご連絡ください。

申し込み 必ず事前に医療機関へ確認・予約を
してください。

接種当日持
参するもの

医療機関の窓口に、住所、氏名、年齢
などが確認できる物（保険証、免許証
など）を提示してください。

予診票 医療機関の窓口に専用の予診票があり
ますので、記入後提出してください。

高齢者
　インフルエンザの予防接種は任意（法定外）接
種ですが、子育て支援として保護者の経済的負担
の軽減を図るため、接種費用の一部を助成します。

接種対象者
平成17年４月２日以降に生まれた、
生後６カ月以上の乳児から就学前の
幼児で接種を希望する児

接種助成
期間 平成24年３月31日㈯まで

助成金額

１人１回につき1,000円を助成します。
※医療機関では、掛かった費用から
1,000円を差し引いた金額をお支払
いいただきます

受けられる
医療機関

市内の医療機関　　
※市外の医療機関をご希望の方は、
　健康づくり課へご連絡ください。

申し込み 必ず事前に医療機関へ確認・予約を
してください。

接種当日持
参するもの

医療機関の窓口に住所、氏名、生年
月日が確認できるもの（保険証、母子
健康手帳など）を提示してください。

予診票 医療機関の窓口に専用の予診票があり
ますので、記入後提出してください。

乳幼児

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
後
は

　インフルエンザの予防接種を受ける前に、まず、下記の説明をよく
読んでください。
　また、この予防接種に関して、気にかかることや分からないことが
ありましたら、接種を受ける前に担当の医師、看護師または市役所健
康づくり課へ相談しましょう。
　もし、十分に納得できない場合は、接種を受けないでください。
　予診票は、接種をする医師にとって予防接種の可否を決める大切な
情報です。接種を受ける本人または、その保護者が責任をもって記入
していただき、正しい情報を医師に伝えてください。

　10月１日から季節性インフルエンザの予防接種が始まりました。
　予防接種を受ける際の注意点などをお知らせします。

し
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
す
。

発
汗
、
顔
が
急
に
は
れ
る
、
全

身
に
じ
ん
ま
し
ん
が
出
る
、
吐

き
気
、
嘔お

う

と吐
、
声
が
出
に
く

い
、
息
が
苦
し
い
な
ど
の
症
状

に
続
き
、
血
圧
が
下
が
っ
て
い

く
激
し
い
全
身
反
応
で
す
。

④
以
前
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
受
け
た
と
き
、
２
日

以
内
に
発
熱
、
発は

っ
し
ん疹
、
じ
ん
ま

し
ん
な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー
と
思
わ

れ
る
異
常
が
み
ら
れ
た
方

⑤
過
去
に
免
疫
不
全
の
診
断
が
さ

れ
て
い
る
方 

⑥
そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
な
状

態
と
判
断
し
た
場
合

※
①
〜
⑤
に
入
ら
な
く
て
も
、
医

師
が
接
種
不
適
当
と
判
断
し
た

と
き
は
、
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

①
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
や

血
液
、
そ
の
他
慢
性
の
病
気
で

治
療
を
受
け
て
い
る
方

②
今
ま
で
に
、
け
い
れ
ん
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
る
方

③
今
ま
で
に
、
ぜ
ん
そ
く
と
診
断

さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方

④
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

成
分
ま
た
は
鶏
卵
、
鶏
肉
、
そ

の
他
の
鶏
由
来
の
も
の
に
対
し

て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
言

わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方

①
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間

は
、
急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
医
師
（
医
療

機
関
）
と
す
ぐ
に
連
絡
を
取
れ

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
の
多
く
は

24
時
間
以
内
に
出
現
し
ま
す
の

で
、
特
に
こ
の
間
は
体
調
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

③
接
種
当
日
は
、
い
つ
も
ど
お
り

の
生
活
を
し
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
激
し
い
運
動
や
大
量
の

飲
酒
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

④
入
浴
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

が
、
注
射
し
た
部
位
を
強
く
こ

す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
方

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
受
け
る
に
あ
た
り
、

医
師
と
よ
く
相
談
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
方

季節性インフルエンザの
予防接種を受けるときは

医療機関名 電話番号 乳幼児 65 歳以上 医療機関名 電話番号 乳幼児 65 歳以上
北信総合病院 ２２－２１５１ ○ ○ 高橋医院 ２６－２１７１ 　○※２ ○

アライクリニック ２４－０６０１    ○※１ ○ 徳竹医院 ２２－３２０２ ○ ○
飯田医院 ２２－２６５３ ○ ○ 西原医院 ２２－３００７ ○ ○
市川内科医院 ２２－３３６６ ― ○ 西丸医院 ２３－２４０５ ― ○
今井こども医院 ２４－７７５５ ○ ○ 長谷川クリニック ２６－７７００ ○ ○
小田切医院 ２２－３０５４ ― ○ 広田医院 ２２－６６６１ 　○※１ ○

くまき整形外科・リウ
マチ科クリニック ２３－１３０１ ○ ○ 保倉医院 ２２－５０００ ― ―

高野医院 ２２－６８１０ ― ○ 丸谷医院 ２６－００７７ ○ ○
佐藤病院 ３８－３３１１ ― ○ 三沢クリニック ２２－５５２２ 　○※１ ○

すずきレディス
クリニック ２４－７８８７ ― ○ 南谷整形外科 ２２－７７２２ ― ○

須藤医院 ２２－３７４６ ― ○ 油井内科医院 ２６－１２４１ 　○※２ ○
関整形外科 ２２－６１７０ ― ○ 渡辺耳鼻咽喉科医院 ２６－５７３３ ○ ○

▼乳幼児・高齢者の方がインフルエンザ予防接種を受けられる市内の医療機関一覧

　昨年度の新型インフルエンザワクチン接種事業は平成23年３月31日をもって終了し、本年度からは通常
の季節性インフルエンザワクチン接種事業として開始します。昨年度、市民税非課税世帯の方は全額費用
免除となっていましたが、本年度の費用免除はありません。

※１…１歳児以上から接種可能　※２…３歳児以上から接種可能



県税関係の問い合わせ先
　軽減制度全般 県税務課総務係 ☎026（235）7046
　自動車税、自動車取得税 県税務課自動車税係 ☎026（235）7051
　不動産取得税 県税務課課税係　 ☎026（235）7049
市税関係の問い合わせ先
　軽減制度全般、軽自動車税 市役所税務課課税係 ☎（22）2111（内線225）
　固定資産税、都市計画税 市役所税務課資産係 ☎（22）2111（内線226）

平成23年10月号 ８平成23年10月号7９

【下水汚泥】
処理場名

所在地 測定
対象 採取年月日

測定結果（Bq/kg）
ヨウ素
－131

セシウム
－134

セシウム
－137

中野浄化管理センター 江　部

脱水
汚泥

H23.8.22 不検出 不検出 不検出

高丘浄化管理センター 栗　林 H23.8.22 不検出 26 37

上今井浄化管理センター 上今井 H23.8.22 不検出 34 49

延徳農業集落排水処理場 三ツ和 H23.9.1 19 45 62

長丘農業集落排水処理場 壁　田 H23.9.1 不検出 24 41

平岡農業集落排水処理場 笠　原 H23.8.22 不検出 59 73

科野農業集落排水処理場 笠　原 H23.8.22 不検出 49 62

豊田農業集落排水処理場 豊　津 H23.8.22 不検出 14 24

永江農業集落排水処理場 穴　田 H23.8.22 不検出 不検出 不検出

公共下水道堆肥化施設
（おすみちゃん） 江　部

汚泥
堆肥

H23.8.22 不検出 62 73

農業集落排水事業堆肥化
施設（未土利） 笠　原 H23.8.22 不検出 93 85

放
射
性
物
質
測
定
結
果

下
水
汚
泥
な
ど
の

（
市
検
査
実
施
）

　
下
水
汚
泥
お
よ
び
汚
泥
堆
肥
に

含
む
放
射
性
物
質
の
測
定
結
果
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
今
後
も
、
下
水
汚
泥
お
よ
び
汚

泥
堆
肥
の
放
射
性
物
質
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
継
続
し
て
行
い
、
測
定

結
果
を
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
下
水
道
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

問い合わせ先
市役所環境課環境係　☎（２２）2111（内線247）

税制上の措置 概　要
共通 減免措置 　被害にあわれた方の状況に応じて、税の減免を受けることができます。

県税

自動車税など
の非課税措置

　警戒区域内にあった自動車で永久抹消登録がなされた自動車には、平成23年3月
11日にさかのぼって自動車税は課されません。
　また、警戒区域内にあった自動車で永久抹消登録などがなされたものに代わる自
動車を取得した場合、自動車取得税および平成25年度分までの自動車税が非課税と
なります。

不動産取得税
の軽減措置

　警戒区域内にあった家屋やその敷地に代わる家屋・土地を取得した場合、不動産
取得税の軽減措置を受けることができます。

市税

固定資産税・
都市計画税の
軽減措置

　警戒区域内にあった住宅用地や家屋に代わる土地・家屋を取得した場合、固定資
産税・都市計画税の軽減措置を受けることができます。

軽自動車税の
非課税措置

　警戒区域内にあった軽自動車で自動車検査証の返納などがなされた軽自動車に
は、平成23年3月11日にさかのぼって軽自動車税は課されません。
　また、警戒区域内にあった自動車・軽自動車で永久抹消登録などがなされたもの
に代わる軽自動車を取得した場合、平成25年度分までの軽自動車税が非課税となり
ます。

原子力災害に係る地方税の取り扱いのお知らせ
　東日本大震災における原子力発電所の事故による被害を受けられた方は、地方税の軽減措置などを受け
られます。軽減措置などを受けるためには、手続きが必要となる場合がありますので、詳しくは県税務課
または、市役所税務課までお問い合わせください。

　
市
で
は
、
長
野
地
方
気
象
台

お
よ
び
長
野
県
と
共
催
で「
地
震

と
大
雨
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
」と
題
し
て
、
防
災
気
象
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
雨
や
地
震
な
ど
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
災
害
は
事

前
の
知
識
や
備
え
に
よ
り
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　
1
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
今
後
の
減
災
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

期
日
　
11
月
2
日
㈬

時
間
　
午
後
2
時
か
ら
午
後
4
時

30
分
（
開
場
午
後
1
時
30
分
）

会
場
　
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
（
豊

田
公
民
館
）
多
目
的
ホ
ー
ル
　

入
場
料
　
無
料
　

講
演
会
１

講
師
　
八や

お尾
　
孝た

か
し

さ
ん
（
長
野
地

方
気
象
台
長
）
　

演
題
　
「
気
象
災
害
と
地
球
温
暖

化
～
地
球
温
暖
化
で
大
雨
は
増
え

る
か
？
過
去
か
ら
学
び
、
未
来
を

見
つ
め
て
防
災
へ
～
」

講
演
会
２

講
師
　
橋は

し
も
と本
徹て

つ

お夫
さ
ん
（
気
象
庁

地
震
火
山
部
地
震
津
波
監
視
課
精

密
地
震
観
測
室
長
）

演
題
　
「
長
野
周
辺
の
地
震
と
今

後
の
地
震
防
災
～
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
を
現
地
で
経
験
し
て
み

て
～
」

※
事
前
の
お
申
し
込
み
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
防
災
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
０
）

防
災
気
象
講
演
会

東
日
本
大
震
災
の
関
連
情
報

放
射
性
物
質
測
定
結
果

【
空
間
放
射
線
】

　
市
で
は
、
９
月
12
日
㈪
か
ら
市

役
所
屋
上
な
ど
で
簡
易
測
定
器
で

空
間
放
射
線
量
を
測
定
し
て
き
ま

し
た
が
、
健
康
に
影
響
の
な
い
数

値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
保
育
園
、
小
学
校

お
よ
び
中
学
校
で
測
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場所（天候：晴） 測定値 測定日 時　間

市役所屋上 0.05
9月28日㈬

午前10時

市役所地上1m 0.04 午前10時10分

豊田支所地上1m 0.06 9月27日㈫ 午後3時

【
コ
メ
】　

　
９
月
６
日
㈫
に
採
取
し
、
分
析

し
た
結
果
、
放
射
性
物
質
は
検
出

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
野
市
産

コ
メ
の
出
荷
、
販
売
な
ど
の
自
粛

要
請
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
農
政
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

長
野
県
北
信
地
方
事
務
所
農
政
課

☎
�
０
２
０
９

【
義
援
金
】

　
姉
妹
都
市
の
茨
城
県
北
茨
城
市

で
は
、
9
月
30
日
を
も
っ
て
義
援

金
の
受
け
付
け
が
終
了
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
同
市
を
特
定
し

空間放射線量測定結果 測定値単位：μSv/h

た
義
援
金
は
お
預
か
り
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
防
災
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
０
）

　
中
野
地
域
の
桜
沢
区
か
ら
岩
井

東
区
の
千
曲
川
右
岸
の
山
際
に
広

域
電
気
柵
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
電
気
柵
に
は
高
電
圧
の
電
気
が

流
れ
て
い
ま
す
の
で
、
触
れ
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
耕
地
林
務
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

電
気
柵
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

空間放射線量の測定
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10
月
か
ら
子
ど
も
手
当
の
支
給

金
額
が
変
わ
り
ま
す
。
（
変
更
後

の
子
ど
も
手
当
の
振
り
込
み
は
２

月
に
な
り
ま
す
）

主
な
変
更
点
（
支
給
月
額
）

▼
0
歳
～
３
歳
未
満
（
一
律
）
　

１
万
５
０
０
０
円

▼
３
歳
～
小
学
校
修
了
前
（
第
１

子
・
第
２
子
）
１
万
円

▼
３
歳
～
小
学
校
修
了
前
（
第
３

子
以
降
）
１
万
５
０
０
０
円

▼
中
学
生
（
一
律
）
１
万
円

※
今
年
度
の
現
況
届
の
提
出
は
不

要
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
、
受

給
さ
れ
て
い
る
方
も
あ
ら
た
め

て
請
求
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
に
は
準
備
が
整

い
次
第
、
請
求
の
ご
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

　
既
存
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
市
内
施
工
業
者
に
よ
り
行
う
場

合
、
一
定
の
要
件
に
よ
り
、
本

年
度
に
限
り
「
中
野
市
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
補
助

金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

緊
急
支
援
事
業
補
助
金

住宅用火災警報器の設置はお済みですか
　
消
防
法
で
は
、
全
て
の
住
宅
に

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
設
置
箇
所
は
、
主
に
寝
室

で
、
寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
は

階
段
に
も
設
置
し
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
市
内
の

電
器
店
な
ど
で
購
入
で
き
、
簡
単

に
取
り
付
け
で
き
ま
す
。

　
中
野
都
市
計
画
の
変
更
案
の
作

成
に
あ
た
り
、
広
く
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聴
き

し
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
10
月
29
日
㈯

時
間
　
午
前
10
時
か
ら

場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
講
堂

主
な
変
更
内
容
　

　
現
行
計
画
（
平
成
16
年
作
成
）

が
目
標
年
次
を
迎
え
た
た
め
、
新

た
な
計
画
（
平
成
32
年
目
標
年

次
）
に
変
更
し
ま
す
。

対
象
者
　

　
都
市
計
画
案
に
関
係
す
る
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
、
利
害
関
係
者

閲
覧
期
間
　

10
月
11
日
㈫
～
10
月
28
日
㈮

閲
覧
場
所
　

　
県
都
市
計
画
課
、
北
信
建
設
事

務
所
整
備
課
、市
役
所
都
市
計
画
課

公
述
申
し
出
　

　
公
聴
会
で
公
述
を
希
望
す
る
方

は
、
10
月
11
日
㈫
～
10
月
21
日
㈮

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
土
日
を
除
く
）
に
閲
覧
場
所

に
設
置
し
て
あ
る
「
公
述
申
出

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
、
直
接
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
公
述
申
し
出
を
さ
れ
る
方
は
、

都
市
計
画
案
に
関
係
す
る
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
、
利
害
関
係

者
に
限
り
ま
す
。

　
公
述
人
が
多
数
の
場
合
は
公
聴

会
の
開
始
時
刻
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

公
聴
会
の
傍
聴
　

　
傍
聴
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
と
し
入
場
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
公
述
人
が
い
な
い
場
合
、
公
聴

会
は
中
止
し
ま
す
。
詳
細
は
県

お
よ
び
市
公
式
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

で
ご
確
認
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
計
画
課
監
理
計
画
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
９
）

長
野
県
北
信
建
設
事
務
所
整
備
課

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
３
６
４
）

長
野
県
建
設
部
都
市
計
画
課

☎
０
２
６
（
２
３
５
）
７
２
９
７

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

中
野
都
市
計
画
の
変
更（
案
）に
関
す
る

　
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
は

早
急
に
設
置
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
消
防
署
予
防
係

☎
�
３
３
８
６

豊
田
消
防
署
予
防
係

☎
�
２
３
５
５

対
象
と
な
る
住
宅

　
市
内
に
あ
る
一
戸
建
て
住
宅
、

店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
ま
た
は
集

合
住
宅
の
住
居
部
分
。
た
だ
し
、

賃
貸
物
件
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
の
対
象
要
件
　

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
住

宅
の
所
有
者
、
ま
た
は
そ
の
住

宅
の
所
有
者
の
同
意
を
得
た
方

②
市
税
な
ど
滞
納
の
な
い
方

③
市
内
に
本
社
を
有
す
る
法
人
ま

た
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
事
業
主
に
発
注
し
て
行
う

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
内
容
　

　
既
存
住
宅
の
修
繕
、
模
様
替
え

　子育て支援センターでは0歳から就学前のお子さんを
対象に、毎月楽しい行事を行っています。
　お気軽にお出掛けください。

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳しく
は、市公式ホームページをご覧いただくか、各子育て
支援センターへお問い合わせください。

問い合わせ先
さくらんぼ　☎（２２）６６２２　㊡日・月・祝日
りんごっこ　☎（２２）２２５９　㊡日・火・祝日
うさぎっ子　☎（３８）３0１２　㊡日・水・祝日

子育て支援センター 10月の行事予定

※③の場合、耐震補強工事、下水道接続工事、住宅用火災警報器
設置工事のうち、いずれかをリフォーム工事と同時に施工する
場合、または、いずれかの工事が既に完了している住宅で、リ
フォーム工事のみを施工する場合は対象となります。

補助金額の内容
工事に要する費用 補助金額 補助金加算

①20万円～100万円未満 一律５万円
65歳以上の方の
みの世帯一律
３万円加算

②100万円以上 一律10万円
③50万円以上
（①、②以外の工事） 一律10万円

な
ど
の
工
事
。
た
だ
し
、
住
宅
の

建
て
替
え
や
増
築
工
事
、
門
や
塀

な
ど
の
外
構
工
事
、
家
具
や
家
電

製
品
な
ど
の
購
入
は
工
事
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

事
前
申
し
込
み
受
け
付
け
期
間

10
月
1７
日
㈪
～
11
月
１
日
㈫

※
今
回
（
２
回
目
）
の
受
け
付
け

が
最
終
と
な
り
ま
す
の
で
、
補

助
金
の
活
用
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
補
助
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

　千曲川沿いのすばらしい景観を撮
影した写真約40点を展示します。

期　日　10月12日㈬～24日㈪
　　　　（18日㈫は休館）
時　間　午前10時～午後６時
会　場　中野陣屋・県庁記念館
入館料　無料

問い合わせ先
市景観・美化推進協議会事務局
（市役所都市計画課内）
☎（２２）２１１１（内線２７３）

信州中野景観展
-千曲川等道ろまん-

施設名 日　時 行　事

さくらんぼ
（北部子育て
支援センター）

10月13日㈭
午前10時30分～

「元気いっぱい！運動会」
センター庭にて開催

10月25日㈫
午前10時30分～

バンブー（楽器あそび）
北部公民館集合

りんごっこ
（中央子育て
支援センター）

10月14日㈮
午前10時45分～ たのしい新聞工作

10月1７日㈪
午前10時30分～

救急救命講座
消防車両体験乗車

10月26日㈬
午前11時～

おはなしシアター
SA・RI・MA公演

うさぎっ子
（豊田子育て
支援センター）

10月24日㈪
午後２時～

料理教室、託児あり
要予約、参加費200円

10月2７日㈭
午前10時30分～

豊井保育園訪問
要予約、豊井保育園集合

子ども手当が
変わります

子ども部屋
（寝室）

台所
（任意）

寝室

階段
（1階以外に寝室がある場合）
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個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

給
与
支
払
者
（
給
与
な
ど
の
支
払

い
を
す
る
会
社
や
個
人
）
が
、
給

与
所
得
者
（
従
業
員
）
に
毎
月
支

払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
徴

収
し
、
給
与
所
得
者
に
代
わ
っ
て

納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
お
よ
び
市
税
条
例
で

は
、
給
与
支
払
者
は
個
人
住
民
税

を
特
別
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
を
導
入
し
て
い
な
い

給
与
支
払
者
に
つ
い
て
は
、
導
入

し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

特
別
徴
収
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

①
従
業
員
の
方
は
、個
々
に
税
金

を
納
め
る
手
間
が
省
け
る
と
と

土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

〜
土
人
形
の
里
　
信
州
中
野
〜

作
品
募
集
中
！

▼▲昨年の各部門最優秀賞作品

　

本
市
は
、
流
入
経
路
も
特
徴
も
異
な
る
二
系
統
の
中
野
土
人
形
が

昔
な
が
ら
の
伝
統
技
法
で
現
在
も
制
作
さ
れ
て
い
る
全
国
に
類
を
見

な
い
地
域
で
す
。
毎
年
３
月
に
行
わ
れ
る
中
野
ひ
な
市
の
即
売
に
全

国
か
ら
愛
好
家
が
集
ま
る
「
土
人
形
の
里
」
で
、
土
人
形
の
愛
ら
し

さ
と
素
朴
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

本
年
も
、
土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
点
数　

一
人
１
点

応
募
料　

無
料
（
た
だ
し
材
料
費

と
し
て
人
形
代
を
小
学
校
の
部
は

１
０
０
円
、
一
般
の
部
は
３
０
０

円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

部
門　

・
小
学
校
低
学
年
（
以
下
）
の
部

・
小
学
校
高
学
年
の
部

・
一
般
の
部

応
募
締
め
切
り　

平
成
24
年
１
月

31
日
㈫　

午
後
４
時 

※
応
募
点
数
の
合
計
が
１
０
０
０

点
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

応
募
作
品　

10
月
１
日
以
降
に
制

作
し
た
自
作
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
先
（
絵
付
け
を
す
る
場
所
）

・
日
本
土
人
形
資
料
館

・
信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

・
ま
ち
な
か
交
流
の
家

※
20
人
以
上
の
団
体
が
絵
付
け
を

す
る
場
合
は
、
事
前
に
日
本
土

人
形
資
料
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

各
賞
（
各
部
門
ご
と
）

・
最
優
秀
賞
１
点

・
優
秀
賞　

３
点

・
佳
作　

10
点

結
果
発
表　

平
成
24
年
３
月
上
旬
、

「
広
報
な
か
の
」
な
ど
で
発
表
。

表
彰
式　

平
成
24
年
３
月
25
日
㈰

展
示
会
（
応
募
全
作
品
）　

平
成

24
年
３
月
25
日
㈰
〜
４
月
１
日
㈰

※
詳
細
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w.

city.nakano.nagano.jp/

問
い
合
わ
せ
先

日
本
土
人
形
資
料
館

☎
26
０
７
３
０

市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

　

市
で
は
、
人
命
尊
重
の
理
念
に

立
ち
、
交
通
安
全
の
究
極
の
目
標

で
あ
る
、
「
交
通
事
故
の
な
い
安

全
で
安
心
な
社
会
」
を
つ
く
る
た

め
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
ま
で
の
５
年
間
の
交
通
安
全
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
市
は
、
交
通
事
故

件
数
・
死
者
数
・
負
傷
者
数
の
減

少
を
目
指
し
、
交
通
安
全
対
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

中
野
市
交
通
安
全
計
画
公
表
場
所

・
市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

・
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生

活
係

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
結
果

　

広
報
な
か
の
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
意
見
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
３
５
）

　

平
成
11
年
６
月
「
男
女
共
同
参

画
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ

て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済

的
お
よ
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す

る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責

任
を
担
う
社
会
と
す
る
こ
と
が
21

世
紀
の
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
市
で
は
平
成
19
年
４
月
「
中

野
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

を
制
定
、
「
中
野
市
男
女
共
同
参

画
計
画　

共
に
い
き
い
き
な
か
の

プ
ラ
ン
21
」
を
策
定
し
、
男
女
平

等
の
実
現
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。　

　

平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

の
５
カ
年
の
計
画
期
間
の
満
了
に

伴
い
引
き
続
き
、
平
成
24
年
度
か

ら
の
５
カ
年
の
計
画（

案）

を
作

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画（

案）

に
関
す
る
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

計
画（

案）

公
表
場
所

・
市
役
所
男
女
共
同
参
画
推
進
室

・
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生

活
係

・
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
表
期
間

10
月
３
日
㈪
〜
10
月
28
日
㈮

ご
意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
を
明
記
の
上
、
文

書
を
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

10
月
28
日
㈮

提
出
先

〒
3
8
３‐

８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）
市
役
所
男
女
共
同
参
画

推
進
室
（
人
権
セ
ン
タ
ー
内
）
ま

た
は
、
〒
3
8
９
‐
2
1
9
2

（
住
所
記
載
不
要
）
豊
田
支
所
地

域
振
興
課
市
民
生
活
係

フ
ァ
ク
ス
26
2
6
4
1

Ｅ
メ
ー
ル
 danjo@

city.
nakano.nagano.jp

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

も
に
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま

す
。

②
納
期
が
、毎
年
６
月
か
ら
翌
年

５
月
ま
で
の
12
期
分
割
で
あ
る

た
め
、１
期
当
た
り
の
税
負
担

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

③
税
額
計
算
は
市
が
行
い
、通
知
し

ま
す
。し
た
が
っ
て
所
得
税
の
よ

う
に
給
与
支
払
者
が
税
額
を
計

算
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
従
業
員
数
が
常
時
10
人
未
満
の

給
与
支
払
者
は
、年
12
回
の
納

期
を
年
２
回
に
す
る
制
度
も
あ

り
、納
付
の
手
間
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

中
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画（
案
）に

関
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

中
野
市
交
通
安
全
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

給
与
支
払
者
の
皆
さ
ん
へ

「
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
」
導
入
の
お
願
い

　市では、中野市水道事業運
営審議会の答申を受けて、平
成24年４月から平成27年３月
までの水道料金を据え置くこ
とにしました。

問い合わせ先
市役所上下水道課監理係
☎22２１１１（内線３７８）

水道料金を
据え置きます

期
日　

10
月
22
日
㈯

時
間　

午
前
９
時
（
受
け
付
け
）

午
前
９
時
30
分（
出
発
式
）〜
午
後

１
時
ご
ろ（
ゴ
ー
ル
）

集
合　

高
梨
館
跡
公
園
（
受
け
付

け
・
出
発
式
・
ス
タ
ー
ト
）

ゴ
ー
ル
　
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念

館
ほ
か

駐
車
場　

旧
中
野
高
等
学
校

コ
ー
ス

①
「
参み

ち道
を
歩
こ
う
」
歴
史
あ

る
神
社
仏
閣
を
巡
る
コ
ー
ス

（
４
・
５
㌔
）

②
「
山み

ち道
を
歩
こ
う
」
高
梨
氏
縁

の
地
巡
り
と
鴨
ヶ
岳
登
山
コ
ー

ス
（
４
・
６
㌔
）

③
「
美み

ち知
を
歩
こ
う
」
高
梨
氏
縁

の
地
巡
り
と
土
人
形
絵
付
け
体

験
コ
ー
ス
（
２
・
５
㌔
）

募
集
定
員　

各
コ
ー
ス
50
人
（
計

１
５
０
人
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参
加
賞　

信
州
な
か
の
産
農
産
物

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
10
月
11
日
㈫

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

な
か
の
街
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実

行
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
商
工

観
光
課
内
）
【
受
付
時
間
は
、
平

日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
で
す
。
】

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

信
州
な
か
の
観
光
協
会

☎
23
２
２
１
１【
土
曜
日
受
付
可
】

※
当
日
は
、
中
野
陣
屋
前
広
場
公

園
で
「
な
か
の
Ｅえ

ｂべ

ｅ
ｓ

さａ

（
九
斎
市
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
☆
若
者
・

ま
ち
な
か
音
楽
会
な
ど
）
」
、

高
梨
館
跡
公
園
で
「
秋
の
高
梨

ま
つ
り
」
、
東
横
町
で
「
あ
ん

と
市
」
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

ま
す
。
（
事
前
申
し
込
み
不

要
）

▼▲昨年の各部門最優秀賞作品
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中野市の人事行政の運営等の状況を公表します

④職務上の地位別職員数の状況（平成23年４月１日現在）
区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

合計
一 般
行 政 職

標準的な
職務内容

主事
技師

主事補

主事
技師

係長
副主幹
主査

主任主事
主任技師

課長補佐
主幹

副参事
課　長
次　長
室　長

参事
部長

参事幹

職員数（人） 12 29 144 35 28 20 10 278
構成比（％） 4.3 10.4 51.8 12.6 10.1 7.2 3.6 100

Ⅰ　職員の任免と職員数に関する状況
①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

部　　門 職員数 対前年
増減数平成22年 平成23年

一般行政部門

議 会 5 5 0
総 務 企 画 84 80 △ 4
税 務 23 23 0
民 生 129 132 3
衛 生 30 30 0
労 働 3 3 0
農 林 水 産 25 25 0
商 工 10 9 △ 1
土 木 33 32 △ 1
小 計 342 339 △ 3

特別行政部門教 育 51 50 △ 1
小 計 51 50 △ 1

公 営 企 業 等
会 計 部 門

水 道 10 10 0
下 水 道 12 11 △ 1
そ の 他 25 23 △ 2
小 計 47 44 △ 3

合 　 　 計 440 433 △ 7

②採用職員と退職職員

採用者数 退職者数
８人 18人

採用者数は、平成23年４月１日の採用者数であり、退職者数
は平成22年４月１日から平成23年３月31日の退職者数（一部
事務組合等派遣職員を含む）

※職員数は一般職に属する職員。地方公務員の身分を持つ休職
者などを含みます。（一部事務組合などの派遣職員および臨
時などの非常勤職員を除く）

▼

増減理由
増員理由は、業務増によるものであり、主な減員理由は、事務
の統合、業務の民間委託、窓口業務などの非常勤職員化、組織
改正および事務縮小などによるものです。

②職員の平均給料月額と平均年齢の
状況（平成 23 年４月１日現在）

職種 平均給料月額 平均年齢
一 般
行 政 職

円
324,100

歳
42.9

注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬
　　を含みます。

③職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年４月１日現在）

職種 採用 初任給 経験年数
10～15年未満

経験年数
15～20年未満

経験年数
20～25年未満

経験年数
25～30年未満

経験年数
30～35年未満

経験年数
35年以上

一 般
行 政 職 大学卒

円
172,200

円
273,700

円
319,700

円
349,400

円
380,300

円
415,700

円
421,600

高校卒 140,100 272,700 304,400 336,400 362,700 385,100 409,600

Ⅱ　職員の給与の状況
①人件費と職員給与費の状況
（ア）人件費の状況（平成22年度普通会計決算） （イ）職員給与費の状況（平成23年度普通会計予算）
住民基本台
帳人口（年
度末）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人
46,676

千円
20,664,751

千円
3,241,548

％
15.7

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり給与費
（Ｂ／Ａ） 共済費給料 職員手当 うち期末・勤勉手当 計Ｂ

人
390

千円
1,470,847

千円
730,493

千円
528,372

千円
2,201,340

千円
5,644

千円
471,537

注１）職員手当には、退職手当を含みません。
注２）給与費は、当初予算に計上された額です。
注３）職員数は、平成 23 年４月１日現在の人数です。（教育長含む）

⑤職員手当の状況（平成23年４月１日現在）
期末・勤勉手当
６月期

（特定幹部職員）
12月期

（特定幹部職員）
合　計

（特定幹部職員）

期末
1.225月分

（1.025月分）
1.375月分

（1.175月分）
2.60月分

（2.20月分）

勤勉
0.675月分

（0.875月分）
0.675月分

（0.875月分）
1.35月分

（1.75月分）

退 職 手 当
勤続 2 0 年
勤続 2 5 年
勤続 3 5 年
最 高 限 度
その他特例

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

勧奨定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

※期末・勤勉手当は、職務上の段階、職務の級な
どにより、加算措置があります。

※このほか、特殊勤務手当、扶養手当、住居手当、
通勤手当、管理職手当、日宿直手当、寒冷地手
当、時間外勤務手当などがあります。

⑥特別職の報酬などの状況（平成23年４月１日現在）
※期末手当支給額算出時、給料・報酬額に

100分の40の加算措置があります。
区 分 給料月額（円） 区 分 報酬月額（円） 期末手当支給割合
市 長 821,300 議 長 384,200 　６月期　1.40月

　　12月期　1.55月（計2.95月分）副 市 長 669,600 副 議 長 325,300
教 育 長 573,800 議 員 302,400

Ⅲ　職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況
職員の勤務時間は１日７時45分、週38時45分であり、原則、始業時間が午前８時30分、終業時間が午後５時15分です。また、休
暇などの種類には、年次休暇、療養休暇、特別休暇（公民権の行使、職員の結婚、職員の出産、忌引など）、介護休暇、組合休
暇、育児休業があります。なお、年次休暇の取得状況、育児休業の取得状況は、次頁冒頭①、②のとおりです。
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①年次休暇取得状況
平均取得日数 9.4日
年次休暇の平均取得日数は、
平成22年１月１日から12月31
日までの、１人当たりのもの
です。

（注）

②育児休業の取得状況（平成22年度）

（注）年度中に新たに取得した職員数

取得者数 取得期間
男 女 ３カ月以下 ３カ月超え６カ月以下 ６カ月超え１年以下 １年超え３年以下
人
０

人
8

人
0

人
0

人
４

人
４

◎分限処分…職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる処分で、公務能率の維持を目的としてなされます。
◎懲戒処分…職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、公務における規律と秩序を維持することを目的とし
　　　　　　てなされます。
◎訓告など…処分ではないが、自己の行為に対しての責任を自覚させ、将来を戒めて職務遂行に対する姿勢の改善、意識向上など
　　　　　　を目的としてなされます。

Ⅳ　職員の分限と懲戒処分などの状況
分限処分者数および懲戒処分者などの数（平成22年度）

分限処分者 懲戒処分者 訓告など免職 休職 降任 降格 小計 免職 停職 減給 戒告 小計
人

0
人

２
人

0
人

0
人

２
人

0
人

0
人

0
人

１
人

１
人

２

Ⅴ　職員の服務の状況
職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全
力で職務遂行しなければいけません。職務の遂行にあたっ
て職員が守るべき義務は次のとおりです。
①職務命令等に従う義務②信用失墜行為の禁止③守秘義務
④職務専念義務⑤政治的行為の制限⑥争議行為等の禁止⑦
営利企業等の従事制限

①公務災害などの概要
　公務上、通勤途上の災害により、負傷などまたは死亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一定の補償が行われます。
②福利厚生制度　

職員の福利厚生制度として、地方公務員法第42条の規定に基づき、中野市職員互助会を設置し、各種事業を実施しています。
この互助会は、職員からの会費と市の補助金などで運営されています。また、職員の共済制度は、地方公務員等共済組合法に基
づき、職員と市において分担・拠出する財源により、厚生年金、国民年金、健康保険および国民健康保険と同様の社会保険制度
です。

Ⅶ　職員の福祉と利益の保護の状況

①研修開催状況（平成22年度） 平成23年度研修計画

②勤務成績の評定の状況
勤務評定による人事および昇給・手当へ反
映させるための人事評価制度については、
試行期間中であり、処遇への反映は、制度
の構築後、段階的に行う予定です。

独自研修 その他研修
12件 975人 26件 128人

Ⅵ　職員の研修と勤務成績の評定の状況

（注）受講者は延べ人数です。

区分 内容

独自研修

新規採用職員研修会、情報セキュリティー研修、接遇能力向上研
修、中堅職員通信研修、リスクマネジメント研修、人権教育研修、
リーダー養成研修、交通安全運転講習、中堅職員体験研修、法制執
務研修、新規採用職員事前研修など

市以外が主
催する研修

部課長研修、管理者研修、主査研修、係長研修、一般行政職員研修、
新規採用職員研修、監査事務研修、電子自治体推進研修、財務会計
事務研修、議会書記研修、カウンセリング・マインド研修、研修担
当者研修、政策法務研修、住民税事務研修、税務職員初任者研修、
中堅行政職員研修、財政事務研修、法制執務研修など

（１）定員適正化計画の達成状況
平成18年４月１日から平成22年４月１日までの５
年間を数値目標の設定期間とする「中野市定員適
正化計画」を平成17年度に策定し、スリムで効率
的な行政運営の構築による職員数の抑制に努めて
きました。
◎目標…平成17年４月１日現在の職員数482人から37
　　　　　　　　人（7.7％）を減員し、平成22年４月１日におけ
　　　　る職員数は445人とします。
◎実績…平成22年４月１日における職員数は440人と
　　　　なり、目標を５人上回る42人（8.7％）の減員が
　　　　達成できました。

Ⅷ　その他市長が必要と認める事項

年度別採用計画および達成状況 （人）
年度 17 18 19 20 21 22 計

計
画
退職予定者数 ６ ９ ９ 17 11 － 52
採用予定者数 ５ ３ １ ４ ２ － 15
増減員数 △１ △６ △８ △13 △９ － △37

実
績

増減員数 △２ △16 △９ △９ △６ － △42
職員数 482 480 464 455 446 440

（注１）各年度、退職予定者は３月31日、採用予定
者は翌年度の４月１日現在における職員数
（注２）実績欄の職員数は、各年度４月１日現在の
職員数（教育長を含み、一部事務組合、広域連合派
遣職員は除く）

・統括的な事務および管理を行う事務局の長および施設の長　186,200円
・教諭、学芸員、介護支援専門員　　　　　　　　　　　　　174,200円
・指導員、児童厚生員、母子相談員　　　　　　　　　　　　157,700円
・栄養士、歯科衛生士　　　　　　　　　　　　　　　　　　142,100円
・保育士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　142,100円～157,700円
・運転業務、調理技師、施設などの維持・管理業務、一般　　137,600円
（正規職員の配置されていない職場の主となる調理技師は139,900円）
・保健師、精神保健福祉士などの専門職種は、別途、市長が認める額

※報酬月額のほかに６月および12月に1.0月分以内の割増報酬を支給し
ています。

Ⅱ　報酬および賃金について（平成23年度）
①嘱託職員報酬月額

（２）嘱託・臨時職員の状況
Ⅰ　職員数（平成23年４月１日現在）

区分 職員数 保育所関係 小・中学校関係 その他
嘱託職員 217人 118人 8人 91人
臨時職員 236人 56人 75人 105人

・一般事務、学校事務、図書事務、施設などの維持・管理業務　　742円
・調理技師、指導員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　755円
・保育士、児童厚生員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　767円
・長時間保育士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　928円～957円
　※通勤手当       ２㎞以上５㎞未満…１日150円／５㎞以上…１日200円
　※年末一時金…12月に1.0月分以内の年末一時金を支給しています。

②臨時職員賃金（１時間当たり）

退職時特別昇給なし
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【事例】
　知らない業者Ａ社から
パンフレットが届いた。
水源地の権利を１口10万
円で買わないかという内
容だった。
　数日後、別の業者Ｂ社
から電話があり「水源地
の権利を１口30万円で買
い取る。」と言われた。１口20万円の儲けを期待
して、Ａ社から10口を100万円で購入したが、その
後、結局Ｂ社からの連絡はなく買い取ってもらえな
かった。
【解決方法】
　１人で解決することは困難です。おかしいと思っ
たり、購入または契約してしまった場合は、早急に
下記までご相談ください。
【アドバイス】
　実際に買い取りが行われた事例はありません。こ
の手の勧誘はきっぱりと断りましょう。

消費生活相談
消費者トラブルと解決法【第 14 回】

問い合わせ先
市役所市民課生活交通安全係
☎（２２）２１１１（内線２３８）
長野県長野消費生活センター
☎０２６（２２３）６７７７

『水源地権利の売買』

Ｑ　
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医
療
安
全
管
理
室

☎
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１
５
１
（
内
線
５
５
２
２
）
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「
ぶ
ど
う
祭
り
」
大
盛
況
！

　　
９
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
の
両

日
、
信
州
い
き
い
き
館
で
第
６

回
ぶ
ど
う
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
、
ぶ
ど
う
産
地

と
し
て
品
種
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

化
を
進
め
、
消
費
拡
大
を
図
ろ

▲シャインマスカット

問い合わせ先
市役所売れる農業推進室推進係
☎（２２）２１１１（内線３８１）

　市内の農産物や特産品などを集めた
『２０１１秋冬のギフト』を発行しました。
　旬の農産物を幅広く取り揃え、定番商品の
加工品や、市内でお楽しみいただける体験メ
ニューなどを数多く掲載しています。
　この秋冬のギフトカタログは、10月初旬に
全戸配布します。
　また、ふるさと信州中野会会員への送付
や、姉妹都市での全戸配布、各種イベントな
どでも配布、ＰＲしています。
　お世話になった方や親しい方などへの贈り
物にどうぞご利用ください。
ギフトの取り扱い　
㈶中野市産業公社　
☎（２２）２１１１（内線２９９）

20１１秋冬のギフトカタログ２０１１秋冬のギフトカタログ
市内の農産物や特産品などを集めた

▲今回発行したギフトカタログ
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９
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▲ぶどう祭りの様子

コミュニティ助成事業で

備品を整備しました
　西条区では、秋祭りなどで使用する祭典道具の
老朽化が進み、区のコミュニティ活動に支障を来
していました。
　今回、㈶自治総合センターのコミュニティ助成
事業（宝くじの社会貢献広報事業）により、子ど
もみこし、獅子頭を整備しました。
　この事業により、区民の地域行事への参加を促
し、区民の触れ合いを通じて伝統文化の継承とコ
ミュニティ活動の一層の推進が図られます。

問い合わせ先
市役所政策情報課政策推進係
☎（２２）２１１１（内線２１６） ▲新調した子どもみこしと獅子頭
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教
育
を
拓ひ

ら

く
知
恵

　　
　

　
南
宮
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４
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６
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３
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。
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介
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／
中
野
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会

№
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中
野
市
立
南
宮
中
学
校

　翠町中学校の皆さんは、慰霊活動などを通し
て、同じ中学生とは思えないほど、積極的に平
和の願いを伝えようとしていました。僕たちも
もっと行動した方がいいと思いました。

【翠町中学校の紹介】Ｈ23．４．21現在
○生徒数705人（１年218人・２年255人・３年232人）
○８月４日、遺族の方の生徒ら約800人で校内
慰霊祭を実施

NPO活動
【第４回】

　「アートミュージアム・まど」では、上質な現
代絵画の常設展示と、「まど」独自の企画展を
行っています。
　「まど」は、現在活躍されている作家の発表の
場として展示スペースの提供をしており、多くの
人が芸術に触れ、文化について語り合う場として
設立しました。企画展は年に３回ほど展示替えを
し、それに併せて講演会、ギャラリートークも開
催します。ぜひ、ご覧ください。
○「麻田浩と仲間たち」展　…10月20日㈭まで
○５周年特別企画「北信濃の作家・現代」展　　
…10月30日㈰～11月30日㈬
○ギャラリートーク　…11月13日㈰午後３時～

 ＮＰＯ法人 アートミュージアム・まど     

見る側と創る側の出会いを大切に！

　体中にできたやけどや爆風で刺さったガラス
など、原爆の恐ろしさがよくわかる展示ばかり
でした。
　もう二度と核兵器は使ってはいけないと思い
ます。平和記念資料館をもっと多くの人々に見
学してほしいです。そして被爆された方々の核
兵器への怒りも知ってほしいです。

　
今
回
、
３
人
の
思
い
を
読
む
に

つ
け
、
体
験
す
る
こ
と
、
学
ぶ
こ

と
が
生
徒
の
意
識
を
深
め
、
大
き

く
成
長
さ
せ
る
の
だ
と
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
福
島
原
発
の
事
故
も
あ

り
、
放
射
能
の
怖
さ
が
現
実
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
今
回
の

経
験
は
、
単
に
平
和
へ
の
願
い
を

深
め
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
未

来
を
考
え
る
機
会
で
も
あ
っ
た
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

レポート３ 平和の大切さをもっと深く考えたい レポート２ 原爆の恐怖を伝える平和記念資料館

【
市
民
教
育
懇
話
会
】

10
月
18
日
㈫
北
部
公
民
館

10
月
27
日
㈭
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー

　
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
か
ら

開
催
し
ま
す
。

　私は広島での３日間で『平和』の大切さをあ
らためて実感することができました。
　「広島だから」みたいに他人事にせず、一人
一人が平和に対する意識を高めることで、たっ
たそれだけで『平和』に一歩近づけるのではな
いかと思います。

　
来
年
４
月
か
ら
新
た
に
保
育
所

に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
入

所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
育
児
休
業
の
終
了
な
ど

の
た
め
年
度
途
中
か
ら
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
、
４
月
か
ら
保
育
所

転
園
を
希
望
さ
れ
る
方
も
こ
の
期

間
中
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
員
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
11
月
１
日
㈫
か
ら
15

日
㈫
ま
で

入
所
基
準
　
保
護
者
お
よ
び
同
居

の
家
族
が
仕
事
や
病
気
な
ど
の
都

合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
児
童

保
育
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で
（
土
曜
日
は

正
午
ま
で
）

延
長
保
育
（
長
時
間
保
育
）

　
保
育
時
間
を
超
え
て
の
保
育
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
「
長
時
間
保

育
申
込
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
場
合
、
保
育
料
の
ほ
か

に
、
長
時
間
利
用
料
を
ご
負
担
い

た
だ
き
ま
す
。

入
所
申
込
書
配
布
先
 
10
月
17
日

保育所名 所在地 電話

みなみ保育園 新野 335 番地 （２６）２１８７

平野保育園 片塩 41 番地 （２２）６３０２

西町保育園 三好町一丁目６番 10 号 （２２）３３２４

松川保育園 中野 1461 番地１ （２２）２２４８

みよし保育園 三好町二丁目４番９号 （２２）３２４４

高丘保育園 草間 1502 番地 （２２）２７３１

長丘保育園 壁田 1573 番地３ （２２）６３９０

平岡保育園 間長瀬 496 番地２ （２６）２５２５

たかやしろ
保 育 園 赤岩 1525 番地２ （２２）６６１１

永田保育園 永江 1861 番地 （３８）２５３０

豊井保育園 豊津 3079 番地１ （３８）２１２３

（私立）
ひよこ保育園 東山 1134 番地４ （２４）５１５５

▼市内保育所の所在地・電話番号

㈪
か
ら
各
保
育
所
、
市
役
所
保
育

課
、
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
、
各

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し

ま
す
。

申
込
書
受
付
場
所
　
各
保
育
所
、

市
役
所
保
育
課

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
育
課
保
育
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

平
成
24
年
度
　
保
育
所
の
入
所
申
し
込
み
の

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

問い合わせ先
ＮＰＯ法人 
アートミュージアム・まど
中野市中央ニ丁目２番２号
☎（２２）４０３３

▲原爆投下前の広島市街地の模型と生徒



6５ 歳以上

6５ 歳未満

※認知症の方の割合：65歳以上人口に占める「日常生活に支障を来すような症状・行動や意思の疎通
　　　　　　　　　　の困難さが多少見える状態以上の方」の割合です。

認知症の方
の割合

平成23年10月号21 平成23年10月号 20

介
護
予
防
の

情
報
か
わ
ら
版

『認知症になっても

をつくるために
安 心して暮らせるまち』

　
認
知
症
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。
地
域
、
家
族
と

と
も
に
認
知
症
に
つ
い
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
10
月
31
日
㈪

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
（
受
け
付
け
午
後
１
時
）

会
場
　
中
央
公
民
館
３
階
講
堂

申
し
込
み
　
不
要

内
容

　現在、日本は超高齢社会を迎え、深刻な問題になってい

るのが認知症です。年齢が上がるにつれ、認知症になる割

合も増加していきます。

　認知症は誰にでも起こりうる脳の病気です。現在全国の

認知症患者数は約210万人といわれており、今後20年で倍増

すると予想されています。

　認知症の方を地域で支えていけるように、私たち一人一

人が認知症についての正しい知識を身に付けていくことが

必要です。

問い合わせ先　市役所高齢者支援課介護予防包括支援係　☎（２２）２１１１（内線３６６）

認
知
症
を
考
え
る
会
を
開
催
し
ま
す

　認知症は、８5歳以上では４人に１人の割合で
その症状があるといわれる身近な病気です。
　認知症になっても住み慣れた地域で、安心し
て暮らすためには、地域の皆さんが病気につい
て、正しく理解する必要があります。
　認知症について、正しい知識と具体的な対応
方法を知っていただくため、「認知症サポー
ター養成講座」を開催しています。講座を受講
した方が「認知症サポーター」となります。受
講後は、「認知症の方を支援します」という意
思を示す目印のオレンジリングをお渡しします。
　認知症サポーターは、認知症について正しく
理解し、認知症の方や家族を温かく見守る支援
者として、自分のできる範囲で活動します。
　自分自身の問題と認識し、友人や家族に学ん
だ知識を伝えること、認知症の方やその家族の
気持ちを理解しようと努めることもサポーター
の活動です。
　これまで、認知症サポーター養成講座を民生
児童委員協議会・地区社会福祉協議会・地区の
いきいきサロン・中野立志館高校・北信総合病
院・市役所などで開催してきました。
　市には、平成２3年９月末現在、1,5４４人の認

知症サポーターがいます。
　市に在住・在勤・在学している小学生以上の
方でしたら、どなたでも受講ができます。
　認知症サポーター養成講座の開催について
は、市役所高齢者支援課介護予防包括支援係ま
でご連絡ください。

認知症サポーターになりませんか？

第5回

▼
寸
劇

演
題
　
「
笑
顔
で
暮
ら
し
た
い
～

認
知
症
の
方
と
の
関
わ
り
方
～
」

▼
講
演
会

演
題
　
「
認
知
症
の
人
が
生
き
て

い
る
世
界
～
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
～
」

講
師
　
グ
リ
ー
ン
ア
ル
ム
福
祉
会

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
グ
リ
ー
ン
ク
リ

ス
タ
ル
管
理
者
・
認
知
症
介
護
指

導
者
　
斉さ

い
と
う藤
俊し

ゅ
ん
い
ち一
さ
ん

市の人口と認知症の方の割合

▲認知症サポーター養成講座の様子

　
認
知
症
の
中
に
は
治
る
病
気
や

一
時
的
な
症
状
の
場
合
が
あ
り
、

適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
症
状

が
改
善
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
早
期
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
の
場
合
は
、
適
切
な
薬
の
使

用
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
独
り
で
悩
ま
ず
に
か
か
り
つ

け
の
医
師
や
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
市
役
所
高
齢
者
支
援
課

介
護
予
防
包
括
支
援
係
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

▲昨年の「認知症を考える会」講演会の様子

認
知
症
か
な
？

と
思
っ
た
ら

（㌫）

0
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40,000

50,000

23 年度21 年度19年度17年度
0

2

4

6

8
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12

（人）

1７ 年度 19 年度 21 年度 23 年度
総人口（人） 48,677 48,156 47,712 47,328
6５ 歳以上人口（人） 10,921 11,285 11,609 11,760
高齢化率（㌫） 22.4 23.4 24.3 24.8
認知症の方の割合（㌫） 7.5 8.7 10.0 10.1



平成23年10月号

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
月
の
兎
ボ
ー
ル
チ
ェ
ー
ン
　
　

　　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
世
帯
主

名
を
記
入
の
上
、
日
ご
ろ
感
じ
て

い
る
こ
と
を
書
き
添
え
て
、
次
の

宛
先
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
10
月
25
日
㈫
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

広
報
ク
イ
ズ

３８３‐８６１４　

（
住
所
記
載
不
要
）

　
中　

野　

市　

役　

所

　

庶
務
課
秘
書
広
報
係　

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主

切手

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
で

働
く
元
気
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
皆
さ

ん
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
内
の
建
設
会
社
で

と
び
職
を
し
て
い
る
鈴
木
優
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

　
住
宅
建
築
や
屋
根
の
塗
装
、
壁

の
修
復
な
ど
の
現
場
で
足
場
設
置

工
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
屋
外
で
の
肉
体
労
働
な
の
で
、

今
年
の
よ
う
な
暑
い
夏
は
と
て
も

大
変
で
き
つ
い
で
す
。
水
分
を

摂
っ
て
も
摂
っ
て
も
、
汗
で
流
れ

出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
輩
か
ら
は
慣
れ
だ
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
高
い
所
は
ま
だ

怖
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
◆

―
今
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由

は
何
で
す
か
。

　
地
元
消
防
団
の
先
輩
に
紹
介
さ

れ
て
始
め
ま
し
た
。

　
自
分
の
体
一
つ
で
や
る
こ
の
仕

事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。
今
は
い
ろ
い
ろ
と
新
た
な
こ

と
を
覚
え
る
段
階
で
毎
日
が
楽
し

い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
◆

―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
ま
す
か
。
趣
味
は
あ
り
ま

す
か
。

　　一つずつ仕事を
　　確実にこなし、一人前の
　　職人になりたい。

【東町・23歳】

　
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が
趣
味

で
湖
や
池
で
釣
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
魚
が
ヒ
ッ
ト
し
た
時
の
強

力
な
引
き
が
魅
力
で
す
。

　
　
　
　
　
　
◆

―
中
野
市
に
は
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　
緑
が
多
く
、
平
穏
な
と
こ
ろ
が

が
好
き
で
す
。

　
若
者
が
集
ま
り
盛
り
上
が
れ
る

イ
ベ
ン
ト
や
場
所
が
た
く
さ
ん
あ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
◆

―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
欲
張
ら
ず
に
先
輩
か
ら
い
わ
れ

た
こ
と
を
一
つ
ず
つ
確
実
に
こ
な

し
て
、
一
人
前
の
職
人
に
な
り
た

い
で
す
。
　

鈴
す ず き

木　優
まさる

さん

～中野のチカラ～
ｖｏｌ．19

問
題

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
箇
所
は
、「
寝
室
が
あ
る

階
の
階
段
」と「
○
○
」

22平成23年10月号23

草
く さ の

野 慎
し ん じ

二さんから紹介された

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.78

　　

中野小学校　６年

黒
く ろ か わ

川　結
ゆ い な

菜さん

　
私
の
将
来
の
夢
は
ト
リ
マ
ー

に
な
る
事
で
す
。

　
私
が
ト
リ
マ
ー
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
犬
を

飼
っ
て
初
め
て
犬
の
つ
め
を

切
っ
て
も
ら
っ
た
時
に
、
ト
リ

マ
ー
さ
ん
の
姿
が
す
ご
く
か
っ

こ
よ
か
っ
た
か
ら
で
す
。
私

は
、
つ
め
を
切
ら
れ
て
い
る
時

に
犬
が
さ
わ
ぐ
か
と
思
っ
た
け

ど
、
犬
は
、
じ
っ
と
し
て
い
ま

し
た
。

　
私
は
び
っ
く
り
し
た
け
ど
、

そ
れ
は
ト
リ
マ
ー
さ
ん
が
犬
の

体
の
事
と
犬
の
気
持
ち
を
よ
く

わ
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
私
が
ト
リ
マ
ー
に
な
る
た
め

に
は
、
獣
医
の
資
格
を
と
っ
て

動
物
の
事
を
よ
く
知
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
私
の
い
と
こ
が
ト
リ

マ
ー
を
や
っ
て
い
て
「
病
気
の

動
物
が
き
た
ら
、
そ
の
事
が
す

ぐ
わ
か
る
よ
う
に
な
ら
な
く

ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
。
」
と
言
わ
れ

た
か
ら
で
す
。

　
も
し
ト
リ
マ
ー
に
な
れ
た
ら

動
物
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
あ

げ
ら
れ
る
ト
リ
マ
ー
に
な
り
た

い
で
す
。

No.49

トリマーになりたい

①自己紹介
　出身は伊那市で、アメリカ留学を経て中
野市へ移り住み３年目になります。
　子どもたちに英会話を教えています。
②今後チャレンジしたいこと
　オーロラを見にフィンランドへ行きたい
と思っています。
　また、子どもたちにも日本と違った習慣
や文化がある外国の魅力を伝えて、もっと
興味を抱いてほしいです。
③これからのまちづくりに望むこと
　さまざまな人が交流を持てる場所があれ
ばと思います。

唐
か ら き

木  文
ふ み よ

世 さん
（英会話講師・南宮）

ふ
る
さ
と
の
味
・
や
た
ら
丼

○
き
っ
か
け
・
取
り
組
み

　
昔
か
ら
地
域
ご
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
味

で
親
し
ま
れ
て
き
た
伝
統
食
や
た
ら
丼
。

　
道
の
駅
ふ
る
さ
と
豊
田
で
は
、
信
州
の

伝
統
野
菜
に
選
定
さ
れ
た
ボ
タ
ン
コ
シ
ョ

ウ
を
使
っ
た
「
や
た
ら
丼
」
を
季
節
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
食
材
は
夏
野
菜
で
あ
る
ボ
タ
ン
コ
シ
ョ

ウ
、
丸
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
と
大
根
の
み
そ

漬
け
を
細
か
く
刻
み
、
千
切
り
し
た
ミ
ョ

ウ
ガ
を
あ
え
、
ご
飯
に
載
せ
る
郷
土
料
理

で
す
。

　
特
に
苦
労
し
た
点
は
味
付
け
で
、
家
庭

で
も
手
軽
に
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
味
を
追

求
し
商
品
化
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　
味
の
決
め
手
は
、
ボ
タ
ン
コ
シ
ョ
ウ
と

ミ
ョ
ウ
ガ
。

　
ボ
タ
ン
コ
シ
ョ
ウ
の
辛
味
と
ミ
ョ
ウ
ガ

の
香
り
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
野
菜
は

全
て
、
地
元
産
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
31
日
に
開
催
し
た
「
斑
尾
ぼ
た
ん

こ
し
ょ
う
祭
り
」
で
は
、
当
初
の
予
想
を

上
回
る
盛
況
ぶ
り
で
観
光
客
の
皆
さ
ん
に

好
評
で
し
た
。

　
食
堂
で
は
、
手
打
ち
そ
ば
に
次
ぐ
、
人

気
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

○
目
標

　
地
元
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
り
、
季
節
を

生
か
し
た
料
理
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ

あ

す

第
10
回

調理師　小
こ ば や し

林　祐
ゆ う き

貴さん　

▲やたら丼

道の駅ふるさと豊田



　９月17日、市内10校の小学校において、運動会が行
われました。
　当日は紅組と白組に分かれて、かけっこや玉入れ、
綱引きなどの競技を行い、校庭には児童らの元気な声
が響きました。
　表紙写真は長丘小学校運動会の大玉送りの様子、右
写真は豊井小学校運動会の騎馬戦の様子を撮影したも
のです。　

第48回高社山一周駅伝大会

▲市民体育館中継所でタスキを渡す選手
　９月11日、中高駅伝協会主催の第48回高社山一周駅伝
大会が山ノ内町役場を発着点とする、高社山の周囲64.4
㌖のコースで開催されました。
　当日は、中高地区（中野市・山ノ内町・木島平村・野
沢温泉村）の各体育協会チームとオープン参加チームの
計12チームが出場し、各チーム８人のランナーがたすき
をつなぎました。中野市体協チームは中高地区の部で２
位と健闘しました。

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します
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屋外広告物表示禁止一斉点検▲

違反広告物の除去作業などを行いました
　９月10日から９月19日までの屋外広告物適正化旬間に
合わせ、屋外広告物の適正な表示と良好な景観づくりに
関する市民意識の高揚を目的に、９月15日に屋外広告物
表示物件の一斉点検を行いました。
　当日は、市および県の担当者や関係事業者が市街地を
巡回し、屋外広告物表示禁止物件の点検や違反貼り紙、
立て看板の除去作業を行ったほか、道路の空き缶やごみ
拾いをしました。

２０１１信州中野環境祭▲

阿部さんと科学実験をする子どもたち
　９月25日、市民会館において「エコを楽しもう」の
テーマで信州中野環境祭を開催しました。当日は、環境
に関する展示や、エコを楽しむ各種体験コーナーなどが
設けられたほか、講師にサイエンスインストラクターの
阿
あ べ

部清
き よ と

人さんを迎えた「おもしろナットク！エコサイエ
ンスショー」では、子どもたちも楽しんでいました。
　また、同会場において上下水道フェスティバルも開催
しました。

表紙の説明

小学校運動会

　信濃グランセローズは９月17日、市営野球場で石川ミ
リオンスターズと対戦しました。
　乱打戦となったこの試合、ペレス選手の満塁本塁打が
飛び出すなど、信濃打線が爆発し13－10で逆転勝ちしま
した。球場に詰めかけた多くのファンの皆さんは大いに
盛り上がっていました。
　なお、グランセローズは上信越地区後期２位の成績で
今季の全試合日程を終了しました。

ＢＣリーグ公式戦▲

熱い声援を送るファンの皆さん

　９月23日、一本木公園を会場に第31回中野市ふれあい
広場が開催されました。
　この催しは、世代や障害を越え交流を深め、みんなで
福祉のまちづくりを進めることを目的としています。ふ
れあいステージでは、和太鼓演奏やダンス、オカリナ演
奏、延徳小学校合唱団の合唱などが行われました。
　秋晴れとなったこの日、愛のバザーや各種イベントが
開かれた会場は大勢の人でにぎわいました。

第31回中野市ふれあい広場

▲「竹馬」の皆さんによる太鼓演奏

高齢者祝賀事業（祝品贈呈）

▲５月に101歳を迎えた小
こ じ ま

嶋かづ井
い

さん（柳沢）
　９月22日、高齢者祝賀事業を各所で行いました。
　当日は、小田切市長をはじめ、職員が対象となられた
皆さんのご家庭を訪問し、祝品、祝詞、祝状をお渡しし
て長寿を祝いました。なお、本年度市内で88歳（米寿）
を迎えられる皆さんは238人、99歳以上の皆さんは47人
いらっしゃいます。
　また、各地区でも敬老会が開催され、長寿をお祝いし
ました。
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　平成23年４月１日、中野広域シルバー人材センターはこれまでの社団法人か
ら、より一層透明性・公益性を求められる「公益社団法人」に移行しました。
　法人として社会的信用・信頼性が得られるよう、高齢者の知
識・経験・技能を生かし、明るく豊かな地域づくりを目指して、
責任を持って仕事をお引き受けしています。

入会のお問い合わせ・仕事のお申し込みは…
公益社団法人　中野広域シルバー人材センター（三好町一丁目４番６号　中野市三好町庁舎内）
☎（２３）０４６８　ファクス（２３）００４１

～みんなで楽しみながら健康な体をつくりましょう～

介護予防講座（さんさん講座）
 平成23年度＜後期＞

問い合わせ・申し込み先　市役所高齢者支援課長寿福祉係　☎（２２）２１１１（内線２４３）

　男性だけで気兼ねなく、楽しみながら料理
にチャレンジしてみませんか？
　初めて料理に挑戦する方や、和食・洋食・
中華の基本の定番メニューを習いたい、極め
たいという方に最適な教室です。

期日　11月４日㈮、11月24日㈭、12月９日㈮
時間　午前10時～午後１時
会場　中野保健センター
講師　高齢者支援課　管理栄養士
対象　65歳以上の方
定員　15人
持ち物　エプロン、三角巾（手ぬぐいなど）
参加費　１回につき400円（食材費）

　懐かしいあの歌この歌、季節を味わう懐か
しい歌。歌うことは脳への心地良い刺激とな
り、深い呼吸が体をリフレッシュさせてくれ
ます。

期日　11月11日㈮、11月18日㈮、12月１日㈭
時間　午前10時～11時15分
会場　中野保健センター
講師　声

せ い が く か

楽家　沼
ぬ ま た

田秀
ひ で み

美さん
対象　65歳以上の方
定員　15人
参加費　無料

○定年退職者など高齢者の就業を促進するとともに、健康で働く意欲のある者のために、臨時的かつ
短期的または、その他の軽易な業務を希望する者であれば誰でも参加できる組織です。
○高齢者が今まで培ってきた経験や能力を生かし、「働く」ことを通じて、社会参加の推進や生きが
いの充実を図り、活力ある地域社会づくりに貢献することを目的としています。
○シルバー人材センターは、家庭・事業所・公共団体などから高齢者にふさわしい仕事を請け負い、
センターの会員に仕事の提供をしています。
○就業や収入の保障はありませんが、その仕事の内容に応じた配分金を受け取ることができます。

○シルバー人材センターでは、随時会員を募集しています。
○市内にお住まいのおおむね60歳（今年度中に60歳になる方を含む）以上で、健康で働く意欲があっ
てシルバー人材センターの趣旨に賛同される方ならどなたでも入会できます。
　入会を希望する方はお気軽にお問い合わせください。（毎月１回説明会を行っています。）

シルバー人材センターとは…

宛名書き・賞状書き・自動車運転・各種講師・除草・機械草刈り・片付け・清掃・除雪・農作業・
キノコ作業・植木の剪

せ ん て い

定・消毒・冬囲い・施設管理・倉庫管理・ホテル旅館業務・家事援助・配
達・チラシ配布・ふすま、障子張り替え・ペンキ塗り・簡単な大工仕事など
ほかにも、さまざまな仕事をお引き受けします。

奉仕活動の様子

公益社団法人 中野広域シルバー人材センター

センターでは、主に次のような仕事をお引き受けしております。

シルバー人材センターに入会するには？

 本年度から公益社団法人としてスタートしました。 

センター

シルバー人材センターのしくみ

仕事の依頼から配分金の支払いまでは下記の
流れです。

③責任を持って
　仕事を達成

①仕事の依頼
④ご入金

②仕事の提供
⑤配分金

お客様 会　員 草刈り作業

❶男の腕まくり！
　男の料理教室（全３回）

❷楽しく歌って

　心も体もリフレッシュ（全３回）

❸楽ひざ体操（全４回）

　膝を中心に鍛え、一人でもできるマッサー
ジをしていきます。
　男性女性問わずお待ちしています。

期日　11月２日㈬、11月９日㈬、11月16日㈬
      11月30日㈬
時間　午前10時～11時
会場　中野保健センター
講師　ながでんハートネット駅前健康ぷらざ
　　　健康運動指導士　塚

つ か だ

田和
か ず き

樹さん
対象　65歳以上の方
定員　15人
持ち物　水分補給するための飲み物、
　　　　汗拭きタオル
参加費　無料



市役所☎２２－２111　豊田支所☎38－3111くらしの情報 ▶毎月第３日曜日は、家族がふれあう「家庭の日」です。～育てよう子どもたち！深めよう家族の絆！～
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有料広告欄

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《10 月の実施日程》
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
実施日　10月９日㈰、15日㈯、23日㈰
対象区域　市内全域
駆除時間　日の出より約２時間
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)
実施日　10月5日㈬、19日㈬
対象区域　栗和田から桜沢までの山際
駆除時間　午後１時30分から約２時間
駆除実施中は銃器を使用するた※※
め大変危険ですので、対象区域
に近づかないようお願いしま
す。

問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
　　　　（市役所農政課内・内線251）

　実りの秋を迎え、農作業が忙しく
なる時期になりました。
　この時期は、農業機械を使用する
機会が増え、農作業中の事故の発生
も多くなります。次の点に注意し、
安全な農作業に心掛けましょう。
①乗用トラクターには安全キャブや安
全フレームなど安全装置を装着し
ましょう。
②扱い慣れた農業機械でも、操作に
は細心の注意を払いましょう。
③高所作業中の転落事故に十分注意
しましょう。
④疲れが出たら早めに休憩を取る
とともに、熱中症予防に心掛け、
無理な農作業はやめましょう。
⑤万一の事故に備え、労災保険など
に加入しましょう。
問　農政課農政振興係（内線253）

農作業中の事故にご注意そば・大豆のコンバイン
収穫作業を請け負います
　㈶中野市産業公社では、そば・大
豆のコンバイン収穫、そばの乾燥・
粗選別などの作業を請け負います。
作業料金（税込み）
コンバイン収穫　10,500円／10ａ
コンバイン運搬　1,050円/1カ所
　　　　（自走できる場合を除く）
そばの乾燥・粗選別　4,200円/10ａ
申し込み期限　10月14日㈮
問　財団法人中野市産業公社
　　☎（22）２１１１（内線303）

交通事故にご注意を！
　最近、高齢者の交通事故が多発し
ています。事故を防ぐために、でき
ることから実践しましょう。
歩行者の方へ
・早朝、夜間の外出はできるだけ避
け、外出する場合は近所であっ
ても明るい服装や反射材を身に
つけましょう。
・道路を斜めに横断したり、安全確
認せず横断することは危険なの
でやめましょう。
自動車を運転する方へ
・交差点などでの安全確認は２～３
回繰り返し行いましょう。
・オートマチック車は、アクセルとブ
レーキをよく確認しましょう。

問　市民課生活交通安全係（内線238）

労働力調査にご協力を
　総務省統計局・長野県では、完全
失業率など、雇用・失業の実態を明
らかにすることを目的として、「労
働力調査」を実施します。
　調査の対象となる世帯には、11
月から平成24年２月までの間に、
県知事が任命した調査員が、調査に
伺いますので、ご協力をお願いしま
す。
※詳しくはホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせください。

総務省統計局ホームページ
ht tp : / /www.s t a t . go. j p /da ta /
roudou/index.htm
問　長野県企画部情報統計課
　　☎0２6（232） 0１１１

　長野県内の事業場で働く全ての労
働者と、労働者を一人でも雇用して
いる全ての雇用主に適用される「長
野県最低賃金」が10月１日から改
正されました。
　この機会に、ぜひ賃金をご確認く
ださい。
改正後最低賃金　694円（時間額）
問　長野労働局労働基準部賃金室
　　☎0２6（223）0555

長野県最低賃金の改定

市税などの口座振替をご利用ください
中野市農業協同組合に口座振替登録をされている方へ
　中野市農業協同組合の本所・支所機能の見直しに伴
い、お持ちの通帳の店番号・口座番号が変更となります
が、市税などの口座振替変更手続きは必要ありません。
口座振替のお願い　市税の納付には、便利で確実な口座
振替をお勧めします。自動的に預貯金から納税できま
す。お申し込みは、市役所税務課または金融機関の窓口
に口座登録印をお持ちの上、手続きを行ってください。
問　税務課収納係（内線227）

農林水産省の地方組織が再編されました
　農林水産省では、より一層の行政サービス向上を図る
ため、９月に組織を集約化し、総合的なワンストップサー
ビスを行う体制へ地方組織を再編しました。
　県内では、長野農政事務所が「長野地域センター」と
「松本地域センター」に再編されました。
　農林水産省の所管する施策に関する情報提供や各種申
請などの受け付けなど、これまで同様、総合的な農政
サービスを提供します。
問　関東農政局長野地域センター　☎026（233）2500

　11月１日現在で市内に住所のある次の方を対象に、「特定疾病患者等激
励金」を支給します。　
対象者　①特定疾患医療受給者証の交付を受けている方
　　　　②小児慢性特定疾患医療受診券の交付を受けている方
　　　　③各健康保険機関が発行する特定疾病療養受療証の交付を受けて
　　　　　いる人工透析患者
ただし、「高齢者及び重度身体障害者通院費等助成事業」「介護サービス利※※
用奨励給付金支給事業」「重度心身障害児（者）介護慰労金支給事業」の助
成・支給を受けている方は対象となりません。

支給額（年額）　市民税非課税世帯－10,000円　市民税課税世帯－5,000円
申請方法　所定の申請書に必要事項を記入の上、①…受給者証、②…受診
券、③…受療証－の写しをそれぞれ添付し、申請してください。
申請期限　10月31日㈪
問い合わせ・申請先　福祉課障害福祉係（内線294）

特定疾病患者等激励金を支給します

「おすみちゃん」「未土利」
の販売を再開します
　放射性物質の検出に伴い肥料の販
売を自粛してきましたが、国の基準
が示されたため、基準値以下の肥料
について販売を再開します。
■おすみちゃん
10月の販売日　10月19日㈬、26日㈬
11月の販売日　11月２日㈬、９日㈬、
16日㈬、20日㈰、30日㈬
販売時間　午前９時～11時30分
販売場所　中野浄化管理センター
価格　１袋（15kg）200円
■未土利
販売日　月曜日～金曜日（祝祭日、
お盆、年末年始を除く）
販売時間　午前９時30分～午後４時
販売場所　平岡堆肥化施設
価格　１袋（15kg）250円

※販売、配布する肥料には放射性セ
シウムが含まれますが、国の基準値
（400ベクレル／kg）以下の製品です。

問　上下水道課下水道係（内線283）

「おすみちゃん｣無料配布
期日　10月16日㈰
時間　午前10時から終了まで
場所　中野浄化管理センター
数量　１車両5袋まで（400車両分
を予定していますが、生産状況によ
り増減します）
※先着順で整理券を配布します。

　電力の平準化（ピークシフト）を
図るため、７月１日から９月30日
までの間、市役所本庁舎などの休憩
時間（お昼休み）を「午後１時から
２時まで」に変更していましたが、
10月から通常の休憩時間としまし
た。
　皆さんのご協力、ありがとうござ
いました。
10月からの休憩時間
正午～午後１時
※休憩時間（お昼休み）中も窓口業
務を行っています。
問　庶務課職員係（内線209・213）

市役所などの休憩時間が
通常どおりとなりました

　キノコ狩りや行楽などで入山する
際は、クマとの遭
遇による事故を防
ぐため、次の点に
ご注意ください。
クマの活動が活発な朝・夕の行＊＊
動は避ける
クマのフンや足跡などを見つけ＊＊
たら引き返す
笛、ラジオ、鈴を携帯する＊＊
子グマを見たら立ち去る＊＊

問　農政課耕地林務係（内線251）

山に入る際は
ツキノワグマにご注意！
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10月31日㈪は、平成23年度市県民税第３期、国民健康保険税第４期の納期限です。お忘れなく。

次回申込期限　10月31日㈪  午後５時15分
広報なかの掲載号　12月５日発行の12月号から
市公式ホームページ掲載日　12月１日から
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線 212 または 400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

庭木の剪定枝･･･直径15ｃｍ以下のものに限ります。草・根・廃材・果樹剪定
枝は回収できません。（剪定枝のチップは、回収場所に積み置きます。無料
ですので、ご自由にお持ちください）　
陶磁器・・・食器類に限ります。汚れたもの、陶器・磁器以外の物などは回
収できません。　
食用油･･･家庭で使用した天ぷら油で、液体状のものに限ります。　
古着･古布･･･ナイロン製品・中綿入り製品・セーターなどは回収できません。
びん･ペットボトル･古紙･･･月１回の資源物収集の分別方法と同様です。
問　環境課衛生係（内線245）

資源物の特別回収を行います

　ごみの減量・再資源化を一層進めるため、「資源物の特別回収」を行います。
★回収場所で回収できないと判断されたものは、お持ち帰りください。
★前夜・早朝など指定時間以外の持ち込みは禁止です。
★中野市以外からの持ち込みは固くお断りします。

回収日 時　間 会　場 回収品目

「資源物の
日曜回収」
10月23日㈰

午前 10 時～
午後１時 マツヤ中野店

段ボール、新聞紙、
雑誌・雑がみ、びん、
ペットボトル、食用油、
古着・古布

11月６日㈰ 午前 10 時～
午後１時

浜津ケ池公園駐車場
（ 市民センター北側 ） 庭木の剪定枝、陶磁器

第７回図書館まつり
　第７回図書館まつりを開催します
ので、お気軽にお出掛けください。
期日　10月29日㈯、30日㈰
時間　午前９時～午後５時
会場　市立図書館
内容　古本市、閉架書庫一般開放、
読み聞かせ、人形劇、朗読会、花苗
頒布、文化講演会、紙芝居、点字体
験など
■文化講演会
期日　10月30日㈰
時間　午後２時～４時
会場　２階AVホール
講師　信州大学教育学部教授
　　　村

む ら ま つ

松　久
ひ さ か ず

和さん
内容　福島原発事故と放射線・放射
能－原発事故によるリスクの理解－
入場料　無料
問　市立図書館　☎（26）５８４１

補装具の巡回修理
　身体障害者手帳または戦傷病者手
帳をお持ちの方が使用している補装具
（ 肢体装具）の巡回修理を行います。
修理には事前に申し込みが必要です。
期日　11 月 16 日㈬
時間　午前 10 時～正午
会場　市民会館 45 号会議室
持ち物　補装具、印鑑、障害者手帳など
申し込み期限　10 月 28 日㈮
問　福祉課障害福祉係（内線 294）

巡回行政相談所の開設
　10月17日㈪から23日㈰は「秋の行政相談週間」です。
　市ではこの期間中、次の日程で「巡回行政相談所」を
開設します。相談は無料で秘密は固く守られますので、
この機会にお気軽にご相談ください。

行政相談委員　【中野地域】小
お の

野すみ江
え

さん（栗和田）、
町
ま ち だ

田榮
さ か え

さん（栗林）、【豊田地域】丸
ま る や ま

山正
ま さ み つ

光さん（豊津）
問　庶務課庶務文書係（内線 211）

「市営住宅」「若者住宅」
入居者募集
　現在の空き住宅および11月から平
成24年１月までに明け渡しがあった場
合に備え入居者を募集します。
募集期間　10月14日㈮まで
募集する住宅　東山、泉、長元坊、
小田中、城下の各市営住宅および若
者住宅
空きのある住宅　東山、長元坊の各
市営住宅および若者住宅
選考方法　公開抽選による
※入居資格や抽選日程など、詳しくは

お問い合わせください。
問　都市計画課建築住宅係（内線2７3）

としょかんプチ☆キネマ
　毎月第１水曜日と第３日曜日にビ
デオ上映会を開催しています。
①日時　10月16日㈰　午後２時から
　内容　首都激震
②日時　11月2日㈬　午後４時から
　内容　学校の怪談　恐怖の学校編
会場　市立図書館２階　AVホール
入場料　無料
問　市立図書館　☎（26）５８４１

午後１時～４時　　【北部公民館】

午前９時～11時30分【永田窓口サービスステーション】
10月18日㈫

博物館講演会
■絵解きの世界　－物語と絵画で伝

える善光寺縁起－
　期日　10月15日㈯
　時間　午後１時30分～３時
　講師　絵解き口演家
　　　　小

こ ば や し

林　玲
れ い こ

子さん
■重力レンズから見た宇宙
　期日　11月６日㈰
　時間　午後１時30分～３時
　講師　理学博士　大

お お に し

西　浩
こ う じ

次さん
会場　市立博物館休憩室
定員　各回とも50人
入場料　無料
※事前に予約が必要です。
問　市立博物館　☎（22）２00５

信州なかの観光ボランティア
部会員を募集しています
　市や商工会議所主催のイベントな
どでガイドボランティアを行う部会
員を募集しています。
募集人員　５人
応募期限　10月31日㈪
※申込者を対象に研修を行います。

受講料は無料です。
問　信州なかの観光協会　☎（23）2211

期日　11月６日㈰（小雨決行）　　
時間　開会式…午前８時30分から
コース　北信濃ふるさとの森文化公
園周辺（８区間：合計距離16.8㎞）
チーム編成　監督１人、選手８人、
補欠３人以内
参加料　無料
申し込み期限　10月21日㈮
問　中野市体育協会事務局
　　☎（26） ３５７２

第７回中野市駅伝大会 
オープン参加チーム募集

信濃グランセローズファン感謝デー
期日　11月６日㈰　　時間　午前10時～午後３時
会場　市営野球場（雨天時は隣接のコミュニ
ティスポーツセンター）
内容　現役選手と OB 選手による親善試合、
ストラックアウト、キャッチボール教室 ( グ
ローブをお持ちください )、ティーバッティ
ング教室－など　　入場料　無料
主催　信濃グランセローズ　　共催　中野市
問　株式会社長野県民球団　　☎0２６（224） ２0３６

2011 秋のバラまつり
　秋バラの美しさをお楽しみください。
期間　10月８日㈯～16日㈰
時間　午前９時～午後４時　　会場　一本木公園内
催し物　バラ栽培講習会、公園ガイド、音楽イベント、
苗木・農産物などの販売－など
開催協力金（駐車料）
普通車－500円/台　マイクロバス以上－1,000円/台
主催　一本木公園バラの会　☎（23）４７８0
問　都市計画課街路公園係（内線2７0）

　長野電鉄では、映画館チケットと
一日フリー乗車券がセットになった
「ながでんシネマキップ」や、７0歳以
上の方のお出かけに便利で全線乗り
降り自由な定期券「ながでんお達者
パス」などのお得なキップが発売され
ています。
　また、長野電鉄最後のオリジナル
車両「2000系D編成」の車内では、
来年３月まで沿線市町村のPRやイ
ベント情報を紹介しています。
※詳しくはホームページをご覧いた

だくか、お問い合わせください。
長野電鉄ホームページ　
http://www.nagaden-net.co.jp/
問　地域連携長野電鉄長野線沿線活

性化協議会事務局（市役所政策
情報課内・内線216）

長野電鉄のご利用を！

平成 23 年度狩猟者登録
　狩猟者登録が実施されますので、
本年度、県内で猟期に狩猟を行う方
は、登録申請をお願いします。
期日　10月25日㈫
受付時間　午後１時30分～４時
会場　市民会館43号会議室
※詳しくはお問い合わせください。
問　長野県北信地方事務所林務課
　　☎（23）0２１５

全国地域安全運動の実施
期間　10月11日㈫～20日㈭
スローガン
「みんなで　つくろう　安心の街」
運動重点
子どもと女性の犯罪被害防止＊＊
住宅を対象とした侵入犯罪防止＊＊
振り込め詐欺の被害防止＊＊
自動車の盗難・車上ねらいの防止＊＊
万引き、自転車盗の防止＊＊

問　市民課生活交通安全係（内線238）

受信環境クリーン月間
　10月は、テレビ・ラジオ放送の受
信障害の防止対策を推進する「受信
環境クリーン月間」です。
　テレビがきれいに映らない、ラジオ
に雑音が入るなど、電波に関する相談
は信越総合通信局へお寄せください。
問　総務省信越総合通信局受信障害
　　対策官　☎ 026（234）9991
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相 談 名 日 時 会 場 問い合わせ先

子ども相談 毎週月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分 子ども相談室 子ども相談室

（内線278）
保健師による
子育て相談

毎週月･水･金曜日(休所日を除く)
午前10時～11時

りんごっこ
(中央子育て支援センター)

中央子育て支援センター
☎22-2259

定期健康相談 ①毎週水曜日　午前10時～11時30分　　　中野保健センター
②毎月第１木曜日　午前10時～11時30分　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
（内線242）

介護に関する
総合相談

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後５時 中野保健センター 地域包括支援センター

（内線366）

行 政 相 談
10月11日㈫、11月10日㈭
午後１時～４時…市民会館44号会議室　
午前９時～11時30分…豊田支所相談室

庶務課庶務文書係
（内線211）

身体障害者相談所
（予約制）

毎月第１・３水曜日
午後２時～４時 福祉ふれあいセンター 中野市社会福祉協議会

（☎26-3111）
福祉相談

ボランティア相談
毎週月～金曜日
午前９時～午後５時 福祉ふれあいセンター 中野市社会福祉協議会

（☎26-3111）

女性相談窓口
（面接は予約制）

毎週月・水・金曜日
（電話）午前９時～午後５時
（面接）午前９時～午後５時

中野人権センター 男女共同参画推進室
（☎23-4810）

心配ごと相談 毎週月～金曜日
午後１時30分～４時30分 福祉ふれあいセンター 中野市社会福祉協議会

（☎26-3111）
結婚相談
（予約制）

毎週月～金曜日
午前９時～午後５時 福祉ふれあいセンター 中野市社会福祉協議会

（☎26-3111）

消費生活相談 毎週月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分 市民課生活交通安全係 市民課生活交通安全係

（内線238）
交通事故
巡回相談

11月17日㈭　
午前10時～午後３時 北信地方事務所 北信地方事務所

（☎22-3111）

法律相談
（予約制）

毎月第１･３月曜日
（月曜休日の場合は翌火曜日）
午後１時30分～３時30分

福祉ふれあいセンター 中野市社会福祉協議会
（☎26-3111）

職業相談 毎週月～金曜日
午前８時30分～午後５時

中野市地域職業相談室
（南宮庁舎）

中野市地域職業相談室
（☎23-4710）

相談内容について秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。各種相談日程

電話相談 専用電話をご利用ください。

電話医療相談　☎２３‐０３００
午前８時 30 分～午後 10 時（土・日曜日、祝日を除く）

子ども電話相談　☎２３‐３１９１
午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日、祝日を除く）

児童虐待・DV24 時間ホットライン
　☎０２６３‐９１‐２４１０

年金
｢ねんきんダイヤル｣(平日午前8時30分~午後5時15分)
☎０５７０(０５)１１６５

国民年金保険料の一部免除が
承認された方へ

 残りの一部保険料を納めましょう
　国民年金保険料の一部免除が承認された方は、
残りの一部保険料を納める必要があります。一部
保険料を納付しなかった場合は「未納」となり、
老齢・障害・遺族基礎年金などが受給できないこ
ともありますのでご注意ください。
　なお、10年以内であれば免除を受けた期間の追
納が可能です。
◇「納付」と「未納」はこのように違います

問　長野北年金事務所　☎０２６(244)４１００

 
　　人口：45,404人(＋２)　世帯数：15,278戸(＋17)

（　）は前月比、平成22年国勢調査を基に推計【平成23年９月１日現在】

市立博物館
㊡火曜日 
☎ 22-2005

常設展示「中野市の自然と歴史・文化」

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日
☎ 23-2718

中野の昔なつかし写真展
　10月31日㈪まで
信州中野景観展－千曲川等道ろまん－
 10月12日㈬～24日㈪まで
筆遊び・陶芸展 10月26日㈬～11月７日㈪

展示案内 ぜひ、ご覧ください。

ご寄付　ありがとうございました

●高野辰之記念館用として
　グランドピアノ　１台
　＜須坂市　古田 のり　様＞
●教育振興のため
　書籍｢宇宙の謎　老いぼれ隠居の何も見えな
　い天文学…夢｣(著者：穂苅　豊)　16冊
　＜安曇野市　穂苅　豊　様＞
●科野小学校児童図書充実のため
　図書券　50,000円分
　＜東京都葛飾区　上原　宗吉　様＞
●中野市営野球場の医療機器充実のため
　自動体外式除細動器(AED)　１台
　＜長野市　株式会社長野県民球団　様＞

　いただきました寄付品および寄付金は、市政
のため大切に使用させていただきます。
　問　庶務課秘書広報係（内線400）

　

シリーズ 地球温暖化64

◎中野市地球温暖化防止実行計画の進捗状況
　地球温暖化の原因となる温室効果ガスのうち、
最も大きな原因となるガスは｢二酸化炭素｣です。
　実行計画では、市役所で直接行う事務事業に伴
い排出される二酸化炭素の総排出量を、平成16年
度を基準年度とし平成22年度において10％削減す
ることを目標としていましたが、計画の最終年度で
ある平成22年度の総排出量は平成16年度と比べて
6.3％増加し、目標は達成できませんでした。
全施設での二酸化炭素排出量(kg-CO２)

　しかし、新規施設（新幹線渇水ポンプ、博物館
など）を除いた排出量は3.5％削減できたことから、
一定の成果はあったと考えています。
新規施設を除いた二酸化炭素排出量(kg-CO２)
排出要因 平成16年度 平成22年度 増 減 増減率

（基準年度） （％）
合　計 6,573,843 6,343,497 △ 230,346 △ 3.5

　今後は、新たに策定した実行計画の目標達成に
向け、電気使用量の削減を中心とした排出削減に
努めます。
問　環境課環境係(内線247)

排出要因 平成16年度 平成22年度 増 減 増減率
（基準年度） （％）

合　計 6,573,843 6,991,038 417,195 6.3

★こたつ板★小動物用ケージ★ブラウン管テレビ
★ベビー用歩行器★炊飯器（ガス・電気）

★ノートパソコン★農機具★電子ピアノ★スキー
セット（女性用・子ども用）★自転車★介護用歩
行器★漬物樽★チャイルドシート★カセットテー
プ

　ご家庭で不要になった物を再活用しませんか。
　無償でゆずっていただける方、ゆずってほしい
物がある方は、お気軽にご連絡ください。
※登録期間は、登録日から６カ月間です。

問い合わせ・申し込み先
市民課生活交通安全係（内線238）

さしあげます

ゆずってください

ご利用ください
(９月29日現在)

保険料 受給資格期間 老齢基礎年金
納付 15,020 円 ○参入される ○全額を反映

一
部
納
付

3/4 納付 11,270 円 ○参入される △ 7/8 を反映
半額納付 7,510 円 ○参入される △ 3/4 を反映
1/4 納付 3,760 円 ○参入される △ 5/8 を反映
全額免除 －　　 ○参入される △ 1/2 を反映

若年者・学生猶予 －　　 ○参入される ×反映されない
未納 －　　 ×参入されない ×反映されない
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予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ (接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／10月18日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成23年６月生まれ
※３か月児健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で、
就学前の１年間（平成17年４月
２日～平成18年４月１日生まれ）
第４期＝高校３年生に相当する
年齢の者（平成５年４月２日～
平成６年４月１日生まれ）
※対象者は無料で接種が受けら
れますので、接種される前月
に実施医療機関へ予約してく
ださい。

平成23年10月号 34

日本脳炎

育児教室
期日／11月７日㈪
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、
　　　離乳食について
※３日前までに予約が必要です。

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診 10月18日㈫ 23年６月生

７ か 月
児 健 診 10月19日㈬ 23年２月生

１歳６か月
児 健 診 10月21日㈮ 22年３月生

２歳児健診 10月17日㈪ 21年９月生

３歳児健診 10月20日㈭ 20年９月生

乳幼児健康診査
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

※都合の悪い場合は、翌月お出掛け
ください。

　日本脳炎の１期・２期の接種が終
了していない平成７年６月１日～平
成19年４月１日生まれの方が、接種
を受けることができるようになりま
した。
　ご希望の方は、健康づくり課へお
問い合わせください。

●中野市健康づくり課 ☎２２-２１１１
　　　　　　　　　　　　　(内線242･368）

●豊田支所地域振興課     ☎３８-３１１１

●休日緊急診療所(中 野 保 健センター内) ☎２３-２２５５

三種混合(ジフテリア・百日せき・破傷風)
受付時間／午後０時45分～１時30分
＜中野保健センター＞
11月10日㈭…日野、延徳、平野、
　　　　　　高丘、平岡
　　11日㈮…中野、長丘、科野、
　　　　　　倭、豊田

対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳未満
(20～56日の間隔で３回接種） 
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳未満
（初回３回目終了後12～18か月
の間に１回）
≪７歳６か月未満まで接種可≫

　夜間や休日など診療時間外に受診
すべきか判断目安を提供する、日本
小児科学会のホームページです。
ホームページアドレス
http://www.kodomo-qq.jp/

　子どもの夜間の急な病気やけがの
相談に、看護師などが応じます。
※＃8000でつながらない場合は、
　☎0263(72)2000へ
※相談日時　毎日午後７時～11時

「こどもの救急」をご活用ください

小児救急電話相談「＃８０００」

期日／①10月15日㈯　②11月５日㈯
時間／午前９時45分～11時45分
会場／①働く婦人の家
　　　②中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　動ける服装
内容／①妊娠の経過と起こりやすい
　　　異常、妊婦体操、妊産婦の栄
　　　養（試食あり）
内容／②母と子の歯の健康、妊婦体
　　　験、もく浴演習、母乳栄養と
　　　乳房管理
※３日前までに予約が必要です。

マタニティクラス

よくかむ８大効用 １回30回くらいかみましょう。
（協力：中高歯科医師会）

『
卑
弥
呼
の
歯
が
い
ー
ぜ
』

「ひ」肥満を防ぐ
「み」味覚の発達を促す
「こ」言葉の発音がはっきりする
「の」脳の発達を促す
「は」歯の病気を防ぐ
「が」ガンを防ぐ
「い」胃腸の働きを促進する
「ぜ」全身の体力向上

　人前では、お利口さんですが
家では暴れん坊な男の子で、好
きな食べ物は納豆ごはんです。
　人の気持ちの分かる子に育っ
てほしいと思います。
（外谷益

ま す あ き

朗・めぐみさん　永江）

　　　　　（３歳１か月）

☆わが家のアイドル☆

外
と や

谷　歩
あゆき

希くん
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中
野
市
農
業
委
員
会
は
、
8
月

22
日
か
ら
3
日
間
、
北
海
道
江
別

市
と
伊
達
市
の
研
修
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。
両
市
と
も
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
農
業

生
産
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
の
状
況
、
取
り
組
み
や
課
題
に

つ
い
て
、
見
た
ま
ま
、
聞
い
た
ま

ま
を
報
告
し
ま
す
。

　

北
海
道
と
い
え
ば
、
酪
農
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
小

豆
、
麦
な
ど
多
数
の
農
産
物
が
あ

り
、
そ
れ
ら
の
品
目
か
ら
適
地
適

作
で
、
御
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

江
別
市
は
石
狩
平
野
の
中
央
部

に
位
置
し
、
標
高
の
最
高
点
が
93

㍍
と
い
う
平
坦
地
で
あ
り
、
人
口

は
昭
和
40
年
以
前
は
4
万
人
弱
、

こ
れ
以
降
は
高
度
成
長
期
に
入

り
、
札
幌
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と

化
し
、
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
で
現

在
は
13
万
人
に
迫
る
勢
い
で
す
。

　

専
業
農
家
の
平
均
的
な
耕
作
面

積
は
30
㌶
、
市
全
体
の
農
業
生
産

額
は
70
億
円
、
主
に
酪
農
、
米
、

麦
、
野
菜
や
切
り
花
な
ど
で
す
。

　

江
別
ブ
ラ
ン
ド
の
取
り
組
み
は

平
成
10
年
か
ら
立
ち
上
げ
た
小
麦

で
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
、
大
学
研
究

機
関
、
製
粉
製
麺
会
社
が
中
心
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
行
政

も
平
成
14
年
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
役

と
し
て
、
参
加
し
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
ラ
ー
メ

ン
生
地
に
す
る
と
最
高
で
あ
る
小

麦
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
に
生
産
者
が

目
を
つ
け
た
こ
と
で
し
た
。

　

小
麦
は
春
に
播は

し

ゅ種
し
、
夏
に
収

穫
し
て
い
た
が
、
大
き
な
欠
点
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
夏
の
収
穫

時
の
雨
で
あ
り
、
病
気
に
も
な
り

や
す
く
、
そ
の
た
め
収
入
ゼ
ロ
の

年
も
あ
り
、
敬
遠
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成

4
年
春
、
敬
遠
し
つ
つ
も
ほ
そ
ぼ

そ
と
栽
培
し
た
生
産
者
が
、
前

年
の
落
ち
穂
か
ら
冬
越
し
の
芽

を
そ
の
ま
ま
実
ら
せ
、
夏
の
雨
降

り
前
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
時
収
穫
し
た
小
麦
は

穂
が
多
く
粒
も
大
き
い
も
の
で
し

た
。
そ
の
結
果
、
収
量
の
大
幅

ア
ッ
プ
、
品
質
も
最
高
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
降
雪
前
に
播
種
、

夏
の
雨
期
前
に
収
穫
す
る
こ
と
に

よ
り
安
定
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

量
の
確
保
が
で
き
た
平
成
10
年

か
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、
製

麺
会
社
は
小
量
の
ロ
ッ
ト
の
製
粉

機
械
、
製
粉
会
社
は
麺
づ
く
り
機

械
を
担
当
、
ハ
ル
ユ
タ
カ
を
使
用

し
た
ラ
ー
メ
ン
を
開
発
し
、
行
政

も
平
成
14
年
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、

広
報
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。
「
江
別
小
麦
め
ん
」
ラ
ー

メ
ン
の
誕
生
で
あ
り
、
平
成
15

年
か
ら
売
り
出
し
、
今
日
で
は

３
０
０
万
食
に
せ
ま
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
市

民
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
、
平
成

20
年
パ
ー
ケ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
で

全
国
3
位
を
授
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、
「
大
豆
」
で

あ
り
、
豆
腐
、
豆
乳
か
ら
ス
イ
ー

ツ
な
ど
の
研
究
開
発
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

次
に
伊
達
市
で
あ
り
ま
す
。
伊

達
市
は
内
浦
湾
（
噴
火
湾
）
に
面

し
た
北
海
道
の
湘
南
と
言
わ
れ
る

旧
市
「
伊
達
区
」
と
、
内
陸
部
で

飛
び
地
の
「
大
滝
区
」
と
か
ら
成

り
立
ち
、
人
口
は
4
万
人
弱
で
あ

り
ま
す
。
農
地
取
得
下
限
面
積

は
、
０
・
３
㌶
で
、
専
業
農
家
の

平
均
的
な
耕
作
面
積
は
７
㌶
で
あ

り
ま
す
。
温
暖
な
気
象
を
生
か

し
て
、
春
物
野
菜
か
ら
全
て
の
野

菜
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ト
マ
ト
、

葉
物
類
、
根
菜
な
ど
野
菜
の
デ

パ
ー
ト
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
花か

き卉
栽
培
で
は
、
グ
ラ

ジ
オ
ラ
ス
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
な

ど
、
道
内
一
番
の
春
の
便
り
で

す
。

　

主
な
作
物
な
ど
は
、
伊
達
区
は

野
菜
、
花
、
酪
農
で
あ
り
、
大
滝

区
は
、
酪
農
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
小

麦
な
ど
で
地
域
に
よ
り
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
も
伊
達
区
と
大
滝

区
と
で
管
轄
が
違
い
、
Ｊ
Ａ
中
野

市
と
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き
の
関
係

と
似
て
お
り
、
時
に
は
Ｊ
Ａ
の
違

い
で
、
悩
み
も
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

こ
の
研
修
で
中
野
市
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
ど
こ
で
も
共
通

の
悩
み
と
考
え
て
い
る
、
耕
作
放

棄
地
、
後
継
者
不
足
、
お
嫁
さ
ん

不
足
な
ど
の
対
策
の
必
要
性
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

北
海
道　

見
た
ま
ま
聞
い
た
ま
ま

清
水　

益
夫



３　農業委員会だより 農業委員会だより　２

農業委員会だより農業委員会だより農業委員会だより

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
市
長
と
の
農
政
懇
談
会
を
６
月
2₈
日
、
市
長

を
は
じ
め
、
経
済
部
長
、
農
政
課
、
売
れ
る
農
業
推
進
室
職
員
の
皆

さ
ん
を
交
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
の
主
な
質
問
・
要
望
お
よ
び
市
の
回
答
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

問　
上
今
井
区
農
地
の
水
害

対
策
に
つ
い
て

答　
千
曲
川
の
増
水
対
策
と

し
て
築
堤
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
農
地
の
冠
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
堤
防
の
設
置
な

ど
の
許
可
権
者
は
河
川
管
理
者

で
あ
る
た
め
、
市
独
自
の
対
応

は
困
難
で
あ
り
ま
す
。

問　
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ

り
、
汚
染
さ
れ
た
農
作
物
の
出

荷
停
止
ま
た
は
風
評
被
害
に

な
っ
た
場
合
の
補
償
を
国・

県

・

関
係
機
関
に
お
願
い
し
た

い
。

答　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
に
つ
い
て
、

県
が
実
施
し
た
放
射
性
物
質
測

定
の
結
果
、
放
射
性
物
質
は
検

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

放
射
能
汚
染
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
た
場
合
は
、
県
や
Ｊ
Ａ

と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

問　
遊
休
荒
廃
農
地
の
解
消

を
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

問　
営
農
計
画
書
の
配
布
な

ら
び
に
回
収
を
農
家
組
合

長
に
依
頼
し
て
い
る
が
、
例
年

営
農
計
画
書
が
届
け
ら
れ
て
い

な
い
の
に
、
今
回
は
届
け
ら
れ

た
と
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
　

加
え
て
戸
別
所
得
補
償
の
対

象
た
る
畑
作
品
目
が
一
部
に
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

配
布
先
の
十
分
な
検
討
が
必
要

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　
本
年
か
ら
本
格
実
施
さ

れ
た
戸
別
所
得
補
償
制
度

は
、
従
来
の
米
の
所
得
補
償
に

加
え
、
畑
作
物
が
対
象
に
拡
大

さ
れ
た
た
め
、
全
農
家
が
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

や
、
戸
別
所
得
補
償
を
受
け
る

に
は
申
請
が
必
要
で
、
制
度
の

周
知
も
併
せ
て
計
画
書
の
配
布

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
Ｊ

Ａ
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問　
土
地
改
良
区
の
賦
課
金

滞
納
で
残
っ
た
者
の
負
担

増
が
心
配
さ
れ
る
。
﹁
畑
か

ん
﹂
に
加
入
し
て
い
る
土
地
は

買
い
手
・
借
り
手
が
な
い
。
国

・

県
を
含
め
て
助
成
な
ど
お
願

い
し
た
い
。
ま
た
、
目
先
の
補

助
金
よ
り
強
い
農
家
が
育
つ
よ

う
、
希
望
が
持
て
る
農
業
が
で

き
る
よ
う
な
政
策
な
ど
を
お
願

い
し
た
い
。

市
長
と
の
農
政
懇
談
会

答　
土
地
改
良
区
は
、
組
合

員
の
賦
課
金
に
よ
り
運

営
・
維
持
管
理
し
、
恩
恵
を
受

け
る
方
々
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
市
の
助
成
は

困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

市
で
は
、
土
地
改
良
区
の
健

全
な
管
理
運
営
の
た
め
、
土
地

改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事

業
に
よ
る
、
施
設
改
修
に
対
し

補
助
を
行
い
、
土
地
改
良
区
の

維
持
管
理
費
の
軽
減
を
図
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
新
た
な
補
助
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
の
厳
し
い
財
源

の
中
で
は
単
独
で
は
困
難
で
あ

り
ま
す
が
、
国
や
県
の
制
度
助

成
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

問　
農
産
物
や
農
産
加
工
品

（

え
の
き
氷
・
お
ひ
さ
ま
の
林

檎
パ
イ）

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

答　
「
え
の
き
氷
」
に
つ
い

て
は
本
年
度
の
き
の
こ
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
え
の
き

氷
」
を
必
ず
使
う
こ
と
を
条
件

と
し
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
も
Ｊ
Ａ
中
野
市
、
き
の

こ
マ
イ
ス
タ
ー
協
議
会
と
連
携

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
豊
田
農
産
物
加
工
施

設
組
合
で
作
っ
て
い
る
、
「
お

ひ
さ
ま
林
檎
パ
イ
」
に
つ
い
て

も
関
係
団
体
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
農
業
後
継
者
に
一
層
の

支
援
を

答　
現
行
の
農
業
後
継
者
や

新
規
就
農
者
な
ど
を
対
象

と
し
た
補
助
制
度
に
つ
い
て
、

本
年
度
中
に
見
直
し
を
行
い
、

来
年
度
か
ら
新
し
い
制
度
を
構

築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
₃₀
代
男
女
の
未
婚
者
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

結
婚
の
後
押
し
対
策
を
お
願
い

し
た
い
。

答　
本
市
の
婚
活
事
業
は
、

中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
年
に
３
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
が

中
心
と
な
り
実
施
し
て
い
る

「
Ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
な
出
会
い
」

事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
Ｓ

ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
な
出
会
い
」
事
業

に
よ
り
平
成
21
年
度
に
は
４
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
う
ち

１
組
が
入
籍
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

今
後
は
、
事
業
内
容
を
密
に

す
る
な
ど
、
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

に
考
え
て
い
る
か
。

答　
市
で
は
、
荒
廃
農
地
の

解
消
を
図
る
た
め
、
再
活

用
す
る
個
人
ま
た
は
団
体
な
ど

に
対
し
、
抜
根
費
、
草
刈
り
費

な
ど
、
予
算
の
範
囲
で
補
助
金

の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
本
年
か
ら
本
格
実
施

さ
れ
た
農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
で
は
、
畑
作
物
の
麦
、
大

豆
、
そ
ば
、
菜
種
も
交
付
金
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
活
用
い

た
だ
き
た
い
。

問　
六
次
産
業
化
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答　
六
次
産
業
化
と
は
、
農

産
物
の
生
産・

加
工・

販

売
を
一
体
的
に
行
う
取
り
組
み

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
　

市
内
で
は
、
農
村
女
性
グ

ル
ー
プ
の
豊
田
農
産
物
加
工
施

設
組
合
で
、
お
や
き
や
ア
ッ
プ

ル
パ
イ
な
ど
を
加
工・

販
売
し

て
い
ま
す
。

　
　

六
次
産
業
化
に
つ
い
て
は
、

民
間
に
お
い
て
行
い
、
収
益
を

あ
げ
て
利
益
を
分
配
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

六
次
産
業
化
で
開
発
し
た
加

工
品
を
学
校
給
食
で
活
用
す
る

よ
う
学
校
給
食
の
担
当
部
署
と

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
中
野
市
の
有
効
資
源
で

あ
る
、
キ
ノ
コ
の
廃
オ

ガ
、
残
さ
活
用
に
つ
い
て
、
本

年
度
予
算
で
は
か
な
り
減
額
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
燃
料
化
を
含

め
て
専
門
家
あ
る
い
は
大
学
と

の
連
携
に
よ
り
、
早
急
に
活
用

で
き
る
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

答　
昨
年
11
月
に
市
内
の
関

係
機
関
、
団
体
や
学
識
経

験
者
と
し
て
信
州
大
学
の
准
教

授
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み

を
協
議
す
る
場
と
し
て
、
「
中

野
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進

協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
　

昨
年
度
は
、
国
の
「
地
域
バ

イ
オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金
」
を

活
用
し
て
、
民
間
に
お
い
て
き

の
こ
使
用
済
み
培
地
活
用
の
燃

料
化
、
土
壌
改
良
剤
、
再
培
地

化
な
ど
の
製
品
化
に
よ
り
利
活

用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　

本
年
度
は
、
国
の
予
算
付
け

が
な
く
交
付
金
を
利
用
し
た
事

業
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
と

も
国
の
動
向
を
見
極
め
た
中
で

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
県
農
政
部
の
農
産
物

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
を
利

用
し
な
が
ら
、
農
産
物
の
有
利

販
売
、
特
に
キ
ノ
コ
の
輸
出
推

進
化
を
お
願
い
し
た
い
。

答　
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
室
の
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
「
信
州
型
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
」
事
業
が
あ

り
、
東
京
都
港
区
麻
布
十
番
街

に
お
い
て
、
毎
年
５
月
か
ら
11

月
の
月
一
回
、
「
信
州
農
林
産

物
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
本
市
も
昨
年
9
月
に
麻
布

十
番
商
店
街
「
信
州
中
野
市
農

産
物
ま
つ
り
」
と
し
て
、
同

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
の
協
力
の

も
と
、
本
市
独
自
の
農
産
物
販

売
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
　

海
外
輸
出
に
つ
い
て
は
、
農

産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
に
事

務
局
を
置
く
長
野
県
農
産
物
等

輸
出
促
進
協
議
会
に
本
市
も
参

画
し
て
い
ま
す
。
同
協
議
会
で

は
、
長
野
県
農
産
物
フ
ェ
ア
を

開
催
し
、
現
地
で
の
商
談
会
や

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　

中
野
市
産
の
農
産
物
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
を
通
じ
、

モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
サ
ク
ラ
ン

ボ
、
え
の
き
茸
が
輸
出
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
、
本
市
農
産
物

の
輸
出
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
や
関
係

機
関
と
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問　
東
京
中
野
区
の
量
販
店

に
中
野
市
産
農
産
物
コ
ー

ナ
ー
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を

年
中
開
設
し
、
中
野
フ
ァ
ン
を

固
定
で
き
な
い
か
。

　
　

ま
た
、
﹁
中
野
ま
つ
り
﹂
で

リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
の
贈
答
品
、

キ
ノ
コ
セ
ッ
ト
、
菊
芋
焼
酎
の

販
売
が
で
き
な
い
か
。

答　
本
市
の
農
産
物
は
市
場

流
通
が
主
で
、
年
間
を
通

じ
て
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
は
難
し
い
で
す
が
、
研
究
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
本
市
の
農
産
物
を
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
中
野
区
役
所
の
職
員
に
協

力
い
た
だ
き
、
学
校
給
食
、
量

販
店
な
ど
へ
Ｊ
Ａ
と
連
携
を
し

て
売
り
込
み
を
行
い
た
い
。　

「
中
野
ま
つ
り
」
は
、
大
変
、

盛
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

農
業
委
員
、
首
都
圏
ふ
る
さ

と
信
州
中
野
会
の
皆
さ
ん
に
お

手
伝
い
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

出
店
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中野まつりの様子
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野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
カ
ラ
ス
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク

マ
、
二
ホ
ン
ジ
カ
、
ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
す
。

　

古
文
書
の
記
録
を
た
ど
る
と
、

江
戸
中
期
に
、
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ

の
農
業
被
害
の
記
録
が
多
く
あ
り

ま
す
。
山
裾
に
猪し

し
が
き垣
が
長
い
距
離

築
か
れ
、
猟
銃
の
所
持
許
可
を
、

代
官
に
求
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
戦

争
に
よ
る
毛
皮
の
需
要
と
狩
猟
圧

が
高
ま
り
、
狩
猟
獣
が
減
少
し
ま

し
た
。

　

近
年
、
生
息
数
が
増
加
し
た
主

な
要
因
は
、
小
雪
に
よ
る
死
亡
率

の
減
少
、
拡
大
造
林
に
よ
る
広
葉

樹
の
減
少
、
中
山
間
地
の
耕
作
放

棄
地
の
増
加
、
狩
猟
圧
の
減
少
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
30
年
に
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

カ
は
、
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

以
来
個
体
数
は
増
え
つ
づ
け

て
、
山
麓
か
ら
人
里
近
く
ま
で
出

没
し
、
畑
や
水
田
に
食
害
が
拡
大

し
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
に
、
文
化
庁
は
個
体

数
を
調
整
す
る
た
め
に
、
捕
獲
も

や
む
を
得
な
い
と
、
毎
年
被
害
申

請
に
基
い
て
、
捕
獲
個
体
数
を
定

め
許
可
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
4
年
に
、
サ
ル
に
よ
る
農

作
物
被
害
が
拡
大
し
た
こ
と
で
、

Ｊ
Ａ
中
野
市
が
被
害
調
査
を
始
め

ま
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
が
激

し
く
な
り
、
サ
ル
は
以
前
よ
り
見

え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

電
気
柵
の
設
置
に
よ
り
、
野
生

鳥
獣
の
被
害
防
止
を
し
て
い
ま
す

が
、
捕
獲
個
体
数
を
強
め
て
ほ
し

い
と
の
声
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
農
作
物
害
鳥
獣
駆
除

推
進
協
議
会
が
有
効
か
つ
適
正
に

駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
野
地
区
で
は
、
間
山
区
を
主

体
に
、
有
害
獣
駆
除
の
山
追
い
を

許
可
を
得
て
、
冬
期
間
か
ら
春
先

き
に
か
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

山
追
い
は
ラ
ッ
パ
・
チ
ア
ホ
ー

野
生
鳥
獣
の
個
体
数
調
整
経
緯
海
野　

鐵
治

樋
口　

和
幸

Ｊ
Ａ
中
野
市
日
野
支
所

　

野
生
獣
か
ら
農
作
物
被
害
を
防

止
す
る
た
め
に
、
南
部
地
区
広
域

電
気
柵
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
設

置
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
当
協
議
会
の
電
気
柵

は
、
総
延
長
21
㌖
（
日
野
地
区
14

㌖
、
延
徳
地
区
７
㌖
）
で
、
７
月

下
旬
～
8
月
上
旬
の
完
成
予
定
で

し
た
が
、
3
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
発
生
に
よ
り
補
助
金

の
内
示
が
当
初
の
予
定
よ
り
も
遅

れ
ま
し
た
が
、
9
月
11
日
に
全
線

が
無
事
に
完
成
し
、
通
電
を
行
い

ま
し
た
。　

完
成
ま
で
の
取
り
組

み
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

　

南
部
地
区
広
域
電
気
柵
協
議
会

は
昨
年
8
月
11
日
に
設
置
し
、
事

業
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

日
野
地
区
と
延
徳
地
区
に
協
議
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
電
気
柵
設
置
ル
ー
ト
の

検
討
を
し
、
設
置
ル
ー
ト
決
定
後

に
地
権
者
か
ら
電
気
柵
設
置
に
係

る
同
意
書
を
得
て
、
設
置
作
業
に

向
け
て
具
体
的
な
取
り
組
み
に
入

り
ま
し
た
。
ま
ず
、
電
気
柵
設
置

の
前
に
設
置
ル
ー
ト
上
を
き
れ
い

に
す
る
緩
衝
帯
整
備
作
業
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
作
業
を
森
林
組
合

に
よ
り
７
月
か
ら
着
手
し
て
、
整

備
が
完
了
次
第
各
工
区
ご
と
に
電

気
柵
の
設
置
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
設
置
作
業
の
前
段
に
日
野
、

延
徳
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
各

工
区
の
作
業
責
任
者
を
対
象
に
実

地
講
習
を
行
い
、
防
草
シ
ー
ト
の

敷
き
方
か
ら
木
杭
、
グ
ラ
ス
ポ
ー

ル
の
設
置
方
法
、
道
路
の
横
断
場

所
や
電
気
柵
と
隣
接
す
る
土
地
の

往
来
の
た
め
の
ス
プ
リ
ン
グ
ゲ
ー

ト
の
設
置
の
や
り
方
な
ど
の
基
本

～
南
部
地
区
広
域
電
気
柵
協
議
会
の
取
り
組
み
～

野
生
獣
か
ら
農
作
物
を
守
れ
！

的
な
設
置
方
法
に
つ
い
て
徹
底
を

し
ま
し
た
。

　

電
気
柵
設
置
作
業
で
は
、
工
区

に
よ
っ
て
は
林
道
や
傾
斜
地
な
ど

の
作
業
の
大
変
な
箇
所
も
あ
り
ま

し
た
が
、
作
業
に
あ
た
ら
れ
た

方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
、
当
協
議

会
の
全
線
が
完
成
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
電
気
柵
の
維
持
管
理

の
た
め
の
除
草
や
設
備
の
点
検
な

ど
を
定
期
的
に
行
い
、
電
気
柵
の

保
全
に
努
め
、
野
生
獣
か
ら
農
作

物
被
害
を
防
止
し
て
い
き
ま
す
。

ン
な
ど
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
基

本
は
肉
声
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

勢せ

こ子
の
実
動
時
間
は
、
午
前
２

時
間
と
午
後
2
時
間
で
、
汗
を
か

く
し
、
疲
れ
る
の
で
服
装
に
は
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
的
な
取
り
組
み
と

し
、
県
と
協
議
を
行
い
、
山
ノ
内

町
と
同
日
に
実
施
し
た
こ
と
も
あ

り
、
成
果
は
着
実
に
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
19
年
か
ら
は
市
農
作
物
害

鳥
獣
駆
除
推
進
協
議
会
の
協
力
を

得
て
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

市
内
の
主
要
箇
所
に
、
ク
マ
の

お
り
７
基
、
イ
ノ
シ
シ
の
お
り
15

基
設
置
し
て
あ
り
ま
す
が
、
狩
猟

圧
を
緩
め
な
い
で
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

捕獲されたイノシシ



１　働く婦人の家だより

 第 30 号
平成23年10月５日発行

中野市働く婦人の家
（中野市中央公民館　隣）
中野市三好町１丁目４番27号
電話　０２６９（２２）２９７４
ＨＰ　http://www.city.nakano.nagano.
　　　jp/city/fujin/
印刷　高錦堂印刷所

働く婦人の家は・・・
◎日常生活に必要な知識や技術を学び、女性の地位向上を図る福祉施設
です。

◎働く女性や、家庭の主婦の皆さんの教養を高めるための講座を開催し
たり、職業生活や家庭生活に関する相談に応じています。

◎育成サークル（講座卒業生） 、自主サークルの活動の場としてご利用
いただけます。

働く婦人の家だより　２

平成23年度 後期講座 受講生募集!!

【簡単リンパケア講座】
　顔筋マッサージとラップの芯を使ってリンパ
の流し方を教えていただきました。
　激しい動きではないのに体がぽかぽかと温か
くなってきます。

【筆ペン講座】
　名前・住所・表書きなど実用的に使う字を習
いました。先生のご指導のおかげで回数を追う
ごとに上達しました。

【テーブルガーデニング講座】
　こけ玉を使ってすてきな作品が出来上がりま
した。お部屋にグリーンがあると癒されます。
水をあげれば何年でも育てられるそうです。

【ハワイアンフラ講座】
　人気のハワイアンフラ、基本の動きを覚えて
音楽に合わせたら気分はアロハ～。11月13日㈰
開催「利用者の会フェスティバル」の発表会に
参加しますので、練習の成果をご覧ください。

 23年度前期講座の様子

◎募集対象者…市内に在住または在勤している女性の方（学生は除く）
◎申込方法…10月13日㈭午後７時以降、電話でお申し込みください。
　　　　　　１人２講座まで受講可能です。なお、定員になり次第、締め切らせていただきます。

※各講座とも、６人に満たない場合は開講を中止することがあります。

中野市働く婦人の家 中野市三好町１－４－27　TEL 22ー2974・2691
　　　　　（土・日・祝日を除く午後１時～10時）

　講座やサークルの
申し込み・問い合わせ

講座・講師 日程・時間 定員 教材費 持ち物 内容

職
業
講
座

筆ペン
【湯

ゆ も と

本ヒサ子先生】

11月２日から８回
第１・３水曜日
午後７時から

8 なし
筆ペン（中字）
線のないノート

冠婚葬祭の表書きや記帳など人前でき
れいな字が書けたらいいと思いません
か。今年は心のこもった手書きの年賀
状を書いてみましょう。
（勤労青少年ホームと共催）

健
康
講
座

ゆがみ改善体操
【井

い は ら

原義
よ し ひ と

仁先生】

11月10日から６回
毎週木曜日
午後７時から

26 なし タオル1本
簡単な体操と調整（整体）を行い、全
身の筋力のバランスを整えながら強化
をし『正しい姿勢』へ

ママピラティス
【宮

み や ざ き

﨑栄
え い こ

子先生】

11月２日から６回
毎週水曜日

午前10時30分から
18 なし

ヨガマット　
（バスタオル）
飲み物

産後すぐの緩んだ腰回りのリセットの
コツを習いましょう。託児はありませ
んが、おおむね12カ月までのお子さん
連れＯＫです。

ストレッチヨガ
【宮﨑栄子先生】

10月26日から６回
毎週水曜日
午後７時から

20 なし
ヨガマット
（タオルケット）
飲み物

ヨガをストレッチ感覚で！
気持ちよく全身をほぐします。最近注
目のストレッチポールも体感しましょ
う。

簡単リンパケア
【小

お ざ わ

澤美
み ち こ

智子先生】

10月27日・11月17日
の２回　木曜日
午後７時から

20 なし
汗拭きタオル
飲み物
動きやすい服装

初回はラップの芯を使って体のリンパ
ケア、２回目は顔筋マッサージでリフ
トアップしましょう。

生
活
講
座

小顔・若返りの
マッサージ＆メイク術
【小澤美智子先生】

12月２日・１月13日
２月３日・３月２日
の４回　金曜日
午後７時から

16 1,000円

スタンドミラー
タオル２本　
メイク道具一式
筆記用具

スキンケアからフルメイクまで教えて
いただきます。５歳若返りを目指しま
しょう。

初心者の陶芸
【布

ふ せ

施綾
あ や こ

子先生】

11月９日から12回
水曜日

午後７時から
８ 1,800円

エプロン
いらないタオル
ビニール袋

カップ・お皿・急須・オリジナル作品
を作ってみましょう。たくさんできる
ので、家族やお友達へのプレゼントに
も喜ばれそう。窯詰め・窯出しも体験
してみましょう。
（勤労青少年ホームと共催）

着付けとマナー
【中

な か や ま

山恭
き ょ う こ

子先生】

10月25日から９回
毎週火曜日
午後７時から

20 なし

浴衣
肌じゅばん
裾よけ
腰ひも３本
伊達締め１本
半幅帯
帯締め
帯板
クリップ１個
(洗濯ばさみ)
タオル３～５枚

着付けの基本の浴衣から小紋まで教え
ていただきます。年始のごあいさつは
着物で出掛けませんか。ふすまの開け
閉めなど、和装の所作も習いましょ
う。

インテリアフレーム
【峰

み ね む ら

村郁
い く え

恵先生】
【武

た け だ

田友
ゆ き こ

紀子先生】

11月15日・12月20日
の２回　火曜日
午後７時から

16 2,000円 はさみ
エプロン

シンプルな箱に木の実などを飾ってお
しゃれなインテリアを作ります。飾る
物によって感じが変りますよ。

料
理
講
座

パティシエに習う
スイーツ

【小
こ ま つ

松健
け ん い ち

一先生】

11月８日・12月13日
の２回　火曜日
午後７時から

16 2,000円
エプロン　　
三角巾　　　
持ち帰り用の
容器

フルーツのタルトとクリスマスケーキ
の作り方を教えていただきます。プロ
のレシピを覚えて、家でも作ってみま
しょう。



講　座　名 曜日・回数 教材費 定　員 内　　　　　容

季節のいけ花
（前）【池坊】

１１/１　～５回
火曜日（第2、4週）
午後6時30分～

5,000円 12名

時間内に30～40分程度の受講ができます。

講師　清
し み ず

水　ちづ子
こ

先生

※初回のみ第１火曜日

季節のいけ花
（後）【池坊】

１/１０　～４回
火曜日（第2、4週）
午後6時30分～

4,000円 12名
何か始めたい方は、ぜひこの機会に！！
講師　清水　ちづ子先生

バドミントン
１１/１５　～１３回

毎週火曜日
午後７時30分～

実　費 16名

寒い時期だからこそ、動いて、良い汗を流し

ましょう！当ホーム人気の講座です。

講師　矢
や の

野　明
あ き ひ ろ

博先生ほか

筆 ペ ン
（働く婦人の家

共催）

１１/２　～８回
水曜日（第１、３週）

午後7時～
実　費 8名

冠婚葬祭の表書きや記帳など人前できれいな

字が書けたらいいと思いませんか。お持ちの

筆ペンで簡単に始められます。ご祝儀袋・の

し・ハガキなど。講師　湯
ゆ も と

本　ヒサ子先生

初心者の陶芸
（働く婦人の家

共催）

１１/9　～１２回
毎週水曜日
午後7時～

1,800円 8名

カップ･お皿･急須･自由作品を作ります。自

分で作った作品でお茶を飲んでみませんか。

窯詰め･窯出しも体験してみましょう。

講師　布
ふ せ

施　綾
あ や こ

子先生

ヒップ・ホップ
・ダンス

１２/７　～６回
毎週水曜日

午後7時３０分～
実　費 15名

音楽に合わせて楽しく踊ります。講師が優し

く指導してくださいます。　

講師　黒
く ろ い わ

岩　綾
あ や か

香先生

みんなで
しゃべら
ナイト

１０/２７　～１０回
木曜日（第2、4週）

Ａ：午後７時～

Ｂ：午後８時１０分～

実　費 各16名

海外旅行が趣味の方や海外旅行を！と考えて
いる方にお勧めです。
Aクラス…これから始めたい方へ
Bクラス…スッテプアップしたい方へ

シェイプ＆
コア・トレ

１０/２７　～５回
毎週木曜日

午後7時30分～
実　費 20名

エアロビクス（有酸素運動）で体を温めてか

らおなか（体幹部）の筋肉を鍛えましょう。

講師　湯
ゆ も と

本　文
ふ み え

恵先生

コンディショ
ニングトレー

ニング

１２/８　～１０回
毎週木曜日

午後7時３０分～

600円
（オイル代）

17名
フットセラピーの要素も含めて指導していた
だきます。足の筋肉を和らげてリンパや血流
をよくしましょう。　講師　湯本　文恵先生

冬のほっと一息

スウィーツ

１１/２５・
１/２７・２/２４

金曜日
午後7時～

1,500円 16名

プロのコツを教えていただき手作りスウィー

ツで家族や仲間と過ごしてみては　

～男性大歓迎～　講師　宮
み や し た

下　彩
あ や か

花先生

秋の和食
１１/４　～４回

金曜日（第１、３週）
午後7時～

講座１回
1,000円

程度
10名

季節の食材を使って和食のコツと基本を教え

ていただきます。～男性大歓迎～

講師　出
で が わ

川　茂
し げ お

夫先生

１　ちょうげんぼう　ちょうげんぼう　２

◎募集対象者…市に在住または、在勤の勤労青少年（39歳まで可）
◎申込方法…10月13日㈭午後１時以降、直接勤青ホームへお出掛けの上、お申し込みください（先着順）
◎費用…受講料は無料ですが、教材費（できるだけおつりのないようお願いします）とホーム利用者の
　　　　会会費５００円（前期で未登録者のみ納入してください）
※後期より傷害共済保険は掛けませんが、全講座保障されますので、安心して受講ください。
※メールによる講座のお問い合わせは可能ですが、予約および申し込みは受け付け致しません。

各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

中野市勤労青少年ホームだより
 第 51 号

平成23年10月５日発行

中野市勤労青少年ホーム

（中野市中央公民館 隣）

問い合わせ先　中野市勤労青少年ホーム
TEL 0269（22）2801（土・日・祝日を除く午後１時～ 10時）

E-mail：kinsei@city.nakano.nagano.jp

平成２３年度　後期講座　受講生募集！！
いずれの講座も初心者大歓迎！！お気軽にどうぞ！！

〒３８３－００２５
中野市三好町１丁目４番27号
電話　（２２）２８０１
印刷　高錦堂印刷所

平
成
23
年
度　

前
期　

　
　
　
　
　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
活
動
報
告

　本年度も教養講座として、さまざま
な講座を行っています。前期はたくさ
んの方に参加いただきました。
　後期もさまざまな講座を行いますの
で、皆さんご参加ください。

教養講座風景

　毎年好評の茶道講座を働く婦人の家
と共催しています。気さくな講師が所
作・お点前を楽しく教えてくださいま
す。途中からでも受講できますので、
お気軽にお声掛けください。

～茶道講座（裏千家）～

　和食の基本であ
るダシの取り方な
どを楽しく、そし
て、おいしく受講
できました。後期
も行う予定ですの
でお気軽にご参加
ください。

～素敵な大人になる
　　　　　　ために本格和食～

　７年ぶりの登場。難しいステップも
丁寧に指導していただきまし
た。後期も行う予定ですので
お気軽にご参加ください。

～ヒップ・ホップ・ダンス講座～

10月上旬：後期講座受講生募集
10月中旬：県内ホーム利用者交流会
10月末　：後期講座開講
　　　　：バーベキュー交流会
11月中旬：作品展
12月上旬：クリスマス交流会
１月以降：スキー・スノボ－ド交流会
☆どのイベントも参加自由ですので、お気軽に
お出掛けください！

　ホームでは利用者が自主的に結成し、活
動しているサークルがあります。興味のあ
る方は、ぜひホームに来てください。
　また、サークル活動をしたいのに拠点と
なる場所がなくて困っている方も随時募集
しております。
　気軽に声を掛けてください！

サークル会員募集！
☆今後の行事予定

勤労青少年ホームの公式ホームページでは、利用者の会の活動やサークル活動などを掲載しています。
ぜひご覧ください。公式ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/city/kinsei/index.html

お知らせ
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